
%mancJiJttJOuFnar記録速報

山と渓谷   84 9月 号

白
山
北
方

・
慶
川
源
流
の
山
々
を
縦
走

１
９
８
４
年
３
月
２７
日
２
４
月
２
日
　
藤
田

章
二
、
赤
堀
鉱
二
、
卯
野
蜻
代
、
高
山
潤
、
酒

井
輝
夫
、
小
川
隆

（金
沢
大
Ｗ
Ｖ
）

３
月
２７
＝

（晴
の
ち
曇
り
）
湯
涌
か
ら
の
林

道
は
雪
が
あ
っ
て
、
こ
こ
よ
り
高
尾
山
ま
で
ス

キ
ー
の
ト
レ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
今
年
は
雪
が
か

な
り
多
く
、
ブ

ッ
シ
ュ
を
こ
ぐ
必
要
は
全
く
な

か
っ
た
。
高
尾
山
を
過
ぎ
て
テ
ン
ト
を
張
る
。

３
月
２８
Ｈ

（曇
の
ち
晴
）
　

南
岸
に
前
線
が

発
生
し
た
た
め
、
視
界
が
悪
い
が
、
順
尾
山
か

ら
は
ガ
ス
の
切
れ
問
か
ら
雪
に
埋
も
れ
た
犀
川

ダ
ム
が
見
え
た
。
こ
の
付
近
の
尾
根
は
人
の
通

っ
た
跡
が
な
く
、
カ
モ
シ
カ
に
混
じ
っ
て
ク
マ

の
足
跡
が
点
在
し
て
い
る
。
赤
■
山
の
頂
か
ら

は
１
１
２
９
ビ
ー
ク

（赤
砺
山
）
が
大
き
い
。

赤
再
山

へ
は
か
な
り
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
、
フ
カ

ン
の
な
い
我
々
に
は
店

っ
た
雪
の
ラ
ッ
セ
ル
が

き
つ
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
の
高
三
郎
山
は
迫
力

が
あ
る
。
面
上
よ
り
少
し
下
っ
た
地
点
に
、
テ

ン
ト
を
張
ろ
。

３
月
”
＝
（晴
）

不
合
宿
か
ら
の
疲
れ
が
で

て
き
て
、
ラ
ッ
セ
ル
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
。

今
日
は
休
養
Ｈ
と
し
て
、
予
定
の
行
社
の
半
分

に
と
ど
め
、
多
ｒ
汁
山
一川
じ
多
子
汁
山
か
ら
の

大
門
山
ｌｉ
、
加
賀
富
上
の
名
に
そ
ぐ
わ
ず
実
に

■

々
と
し
た
山
容
で
あ
ろ
．

雪
が
多
い
赤
摩
木
古
山
手
前
を
行
く

デ
▲
Ｔ

Ｉ
弾
●
一

癬

一

感

ヽ
Ｎ

３
月
３０
日

（晴
）
い
き
な
り
大
門
山

へ
の
長

い
登
り
で
あ
る
。
ラ
ッ
セ
ル
が
ほ
と
ん
ど
な
い

の
が
助
か
る
。
ダ
ケ
カ
ン
パ
が
見
え
て
く
る
と

頂
上
は
間
近
だ
。
大
門
山
か
ら
シ
リ
セ
ー
ド
で

下
る
と
、

１０
軒
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
巨
大

な
雪
庇
が
赤
摩
木
古
山
に
で
き
て
い
る
。
４
月

だ
と
い
う
の
に
、
ま
だ
早
春
の
よ
う
な
感
じ
で

あ
る
。晴
れ
て
は
い
る
が
風
が
強
く
、見
越
山
の

急
な
登
り
下
り
は
ク
ラ
ス
ト
し
て
い
る
所
が
あ

り
、
少
々
緊
張
さ
せ
ら
れ
る
。
大
笠
山
と
そ
の

手
前
の
仙
人
岩
が
立
派
で
あ
る
。

奈
良
岳
は
犀
川
の
源
と
な
っ
て
い
て
、
金
沢

市
で
最
も
高
い
山
で
あ
る
。
こ

こ
ま

で
来
る

と
、今
日
の
出
発
地
点
に
は
る
か
遠
く
、高
尾
山

は
も
う
確
認
で
き
な
い
。
ザ
ッ
ク
を
お
い
て
空

身
で
奥
三
方
山

へ
行
く
ｃ
急
な
雪
壁
を
越
え
て

ピ
ー
ク
に
立
つ
と
、
つ
い
１
週
間
前
に
い
た
大

笠
山
そ
し
て
笈
ガ
岳
の
怪
奇
な
山
容
が
目
を
突

く
。
下
り
は
シ
リ
セ
ー
ド
で
下
る
。
１
４
５
６

イ
の
鏡
池
泊
。

３
月
３‐
日
Ｘ
曇
り
）
明
け
方
、
寒
冷
前
線
の

通
過
で
雪
が
降
る
。
１
３
５
３
（オ
オ
ジ
ャ
ラ
）

の
下
り
が
急
で
悪
く
、
西
側
か
ら
ト
ラ
バ
ー
ス

ぎ
み
に
下
る
。
下
り
回
の
大
き
な
木
の
根
に
ク

マ
の
足
跡
が
点
在
し
て
い
る
。
大
き
な
音
を
た

て
な
が
ら
下
る
。
下
り
き
る
前
に
下
の
雲
海
の

な
か
に
入
る
。
ガ
ス
で
視
界
極
め
て
悪
く
、
現

在
地
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
中
三
方
岳

手
前
に
テ
ン
ト
を
張
る
。

４
月
１
日

（晴
）
雲
海
が
下
が
っ
た
の
で
視

界
良
好
。
中
三
方
岳
は
空
身
で
ビ
ー
ク
に
立

っ

た
後
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。
１
２
３
０
ピ
ー
ク
か

ら
は
北
側
を
下
る
が
、
亀
裂
が
ク
レ
バ
ス
の
よ

う
に
口
を
あ
け
て
い
る
。
里
二

方
岳
の
ヤ
グ
ラ
は
、
雪
に
埋
も

れ
、
積
雪
量
は
７
１
８
絆
も
あ

る
所
が
あ
る
。
ガ
ス
の
な
か
三

輪
山
に
テ
ン
ト
を
張
る
。

４
月
２
日

（晴
）
下
山
日
で

あ
る
の
に
か
か
ゎ
ら
ず
、
小
ビ

ー
ク
が
い
く
つ
も
連
な
り
、
つ

ら
い
行
程
で
あ
る
。
し
か
し
絶

好
の
天
気
の
お
か
げ
で
、
充
分

に
春
山
を
満
喫
で
き
た
。
９
８
７
（六
郎
谷
峰
）

か
ら
は
速
く
白
山
を
は
じ
め
、
連
な
る
犀
川
源

流
の
不
遇
の
山
々
、
そ
し
て
足
元
に
は
犀
川
ダ

ム
を
望
ん
だ
。

水
葉
山
か
ら
は
、
真
っ
す
ぐ
に
北
へ
延
び
る

尾
根
を
下
っ
て
い
く
。
最
後
の
金
谷
の
渡
り
は

橋
が
な
く
徒
渉
と
な
り
、
林
道
は
崩
れ
て
な
く

な
っ
て
い
た
が
、
な
ん
と
か
無
事
に
全
行
程
を

消
化
で
き
た
こ
と
を
喜
び
合
っ
た
。
ｌ
週
間
の

間
、
人
に
合
わ
な
か
っ
た
ど
こ
ろ
か
ト
レ
ー
ス

さ
え
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
山
行
で
あ

っ
た
。

（０
９２０
金
沢
市
石
引
１
１
１７
‐
‐９

・
川
岸
方

畠
山
潤
）

白山一BH単独縦走もした26期 畠山さんのその後の

活動は、o87か らの原稿に記されています。

【最終 日 歴代の自山一BHPWの 赤布がおどろおどろしい。

1990年 当時の BHにて】

野田 草飼 奥出 磯道
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「白山―BH」 PW
30期 野 III和裕

金大ワングルは、たいへん活動域に恵まれていると思います。山域においては、白山・犀奥をはじ

め北アルプス、そして少 し足をのばせば南アルプス。人ヶ岳といった、日本でも有数の山域を足場に

活動できます。一方、ロー ドについても、私の現役時代において、奥能登、木曽路、佐渡島など味わ

い深い地域で活動が行われました。

ワングルにおける山行はマイナー路線 とメジャー路線の 2色で区分することができるのではない

でしょうか。その区分けは必ず しも明確なものではないのですが、例えば、マイナー路線派は、どち

らかというと北アルプスにおける栂海新道や南アルプスにおける光岳を選ぶ派であり、メジャー路線

派は北アルプスにおける槍穂や南アルプスにおける11斐駒千丈を選ぶ派と言つた感 じのものです。私

の場合、秋期の白山一BIIはマイナー路線の最右翼に位置づけています。その内容は、稜線歩きには

違いないのですが、道が無い領域が含まれていることから、他のコースの追随を許すものではありま

せん。さらに言うなれば、金大ワングルのホームグラウン ドである、白山と犀奥を 一挙に踏破すると

いつた意味も有します。ワンゲル内では、むしろこちらの意義の方が大きいかもしれません。

当時、私はマイナー路線に重点をおいて活動 していたほうで、犀奥・白山にこだわった方です。も

つとも、私などは 20期前後の先輩方の足 ドにも及びませんが、、、その理け1は 、好きだつたというこ

とはもちろんですが、社会人になって行ける山よりも行けない山に行きたかったということです。ト

レ山やオロロの印象があるせいか、当時から部員の間では犀奥はあまり好まれていませんでしたが、

行く時期や場所を選べばとても素晴らしい領域です。もつとも私の場合は、梅雨の時期に犀奥で泥ま

みれになることも嫌いではなかった方で、そこまでは強要 しません。ともかく、犀奥の良さを知らず

して金大ワングルを卒業するのは、たいへんもつたいないことだと思います。秋の犀川ダム沿いを行

くのは景色も素晴らしいです。アケビを採ることも、倉谷川ではアマゴを釣ることもできます。コー

スとして沢を選ぶと、技術的にも高い経験をすることができます。実際にかなりのルー トファインデ

ィングが必要です し、事故の場合に容易に救助を得られない点で、Pwを出すにもかなり技量 (ごま

かし?)が必要です。秋期は藪こぎになりますが、体力とルー トファインディングに優れている必要

があります。ところで、国土地理院発行 2万五千分の 1の地図は非常に精密なもので、僅かな地形の

変化でも読むことができます。ルー トファインディングは、正に地図を読む技術と言えるのではない

でしょうか。

今回、GW期 と秋期における2回の白山一BHを踏破 した唯一の人間ということで、数多の先輩方

を差 し置き、30期の私に文章を書く機会を与えて頂きました。実際の白山一BHは大変魅力のある

コースです。GW期には春山の良さを満喫することができます。犀奥まで来ると藪こぎが多くなるの

でやや幻滅 しますが、達成感はあります。春山コースとしてもそれほど難 しくありません。第 6次

(1988年 GW期)は、以下のメンバーで行きました (敬称略)。

石倉(31)、 小林(31)、 sL田丸(31)、 L野田(3o

畠山さんほどの強行突破はせず、余裕を持つた山行でした。小林 (現、水越)さ んはキスリングで来

ましたcこ のこと自体が記録ものですが、あまりお勧めできません3 GW期 とはいえ、初の女171i踏破

であり、しかもキスリングで踏破 したのは最初で最後で lノ よう0

Fl山 一}3Hは何と:=っ ても秋期に尽きます。その核心は、 |リノガ|～ 人笠までの数こぎにありますっ
-26-



第 7次 (1990イ ll秋期)の場合、見越～高 :i虫 |`も 殆ど1■ が11い状1嵐 でしたので、第 4次 と比較 して 1)

薮こぎが多かったと思います.それ.で も比1咬的難なく踏破できたというθ)が 印象です.メ ンバーは、

以 ドの通 りです (敬 称略)

薔髪道(33)、 奥‖1(33)、 sL ttrけ |(3tll、 L tt飼 (33)

仙人屈の池塘の美 しさ、人笠の手前で台風が通過 しフライに溜まった雨水で炊飯 したこと、また個人

的な話ですが、仙人屈あたりの藪で左 |]を ついて 11を開けることができず手ぬぐいを巻いて片 Hで行

動したこと、などが深い印象として残つています。この踏破記録はワープロで作成しデータを保存し

ていましたので、今pl、 舟 1目 さんの勧めもあつて、ここに原文のまま全てを掲載いたします。 10年

前の記録であり、現況とは異なるでしょう。地図や
′
り真もなく、文章と多少の図だけで全 20メ1に及

ぶ記録ですが、地図を片手に読んでいただければ正確に現在地が把握できるように当時は記述 したつ

もりです。久 しぶ りに読んでみましたが、記録を読んでいると街彿とさせるものがあります。

時代は急速に変わりつつあります。僅か 10年前に記録の作成に用いたハー ドは PC‐ 9801ヽ町

(8086プロセッサ、クロック 10MHz)で、今使つているのは DOS―VマシンcentiumΠ I、 クロッ

ク 600MHz)です。両機種の性能には雲泥の差があります。この 10年間のパソコンとインターネッ

トの普及、携帯電話やテレビゲームの普及など、情報技術の進展が、社会変化を起こしつつあります。

人と人との思考格差も広がり世代間ギャップも深まるばかりです。ワングルOBについても例外では

ありません。このような変革期においても、金大ワンゲルにおいて変わらないものの一つとして、白

山一BHがそれであつて欲 しいと思います。、三角テン トやホエープスなどの装備も残っているのか

どうか知 りませんじ、現に創部当時の部室はありません。変革期であればこそ、変わらない何かを求

める行動が意味を持つのではないでしょうか。

【仙人窟岳付近より笈ケ岳と大笠山

ヤブとヤプの間の、束の間の天国のような笹原】

磯道  草飼  奥出
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第 7次 白 山 一 BHP
1990(平 成 2)年 10

記
日 ～ 1

Ｗ

層

録 報
0月 16

童
日

9泊 10日

生
口
日

操   (食 料 )

俊 一  (装 備 )

和 裕  (記 録 )

信 太 郎

文 -3

理 -3

エ ー M2

文 -3

ゲ

平

第 一 Ft

第 ニ ロ

"三
ロ

"円
H

第 五 日

第 六 ロ

第 七 ロ

舞 八 日

● 九 日

予薔 ―

六 二・ ・ ・ 実 際 の 行 麟

点 線 ・ ・ ・ 計 画 鰊

(注 1)第 一 日 日は殿 ヶ池 ヒュ ッテ に 泊 ま る予 定 で あ つ た が 、 変 更 して 南 竜 ケ馬 場 と した。

(注 2)大 笠 山 に は一 日分 の食 料 と水 101Zを デ ポ して お い た。

● 10月 7日

6:30 野 町 駅 出 発

台 風 21号 の 影 響 で 昨 日は 土 砂 降 りだ つ た 。 本 日は 曇 天 。

7:00 鶴 来 駅 で バ ス に 乗 り換 え 。

7:35 白 山 下 駅 着

今 に も 、 雨 が 降 りそ うな 天 気 。

7:46 白 山 下 駅 発

8:13 白 峰 車 庫 着

8:55 別 当 出 合 着

別 当 出 合 に 着 く前 に 大 屏 風 が よ く 見 え た 。 着 い て す ぐ に 雨 が 降 り出 した が 、 す ぐ に や ん

だ 。 白 山 自然 保 護 セ ン タ ー の ア ン ケ ー ト調 査 を 受 け た 。

9:10 天 気 図 を と る 。 台 風 接 近 が 近 い 。 観 光 新 道 を 行 き 、 殿 ヶ 池 で 泊 ま る 予 定 で あ っ

た が 、 南 竜 に 変 更 。 -28-

メ ン バ ー

磯 道

奥 出
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沈 澱 表

(33期 )

(33期 )

(30期 )

(33期 )

南

竜

ケ

馬

彗

二

方

岩

小

屋

仙

人

富

滝

塘

大

　

　

　

笠



l P ―――̈ ―――――――――――――――̈ ――――一――――――――――――――― (321ni n)

9:46 (発 )

砂 防 新 道 入 口 に 、 甚 之 助 谷 が 台 風 19号 の た め 、 崩 壊 した と書 い て あ つ た 。

御 前 峰 ピー ク ま で は よ く知 られ た 道 な の で 、 簡 単 に しか 記 録 を と ら な い こ と に した 。

10:01 1370mの 転 向 点

10:18 中 飯 場

水 道 か ら水 が 出 た 。 小 雨 、 層 積

2P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (26口 in)

10:26 (発 )

歩 き 出 し て 雨 足 が 強 く な つ て 来 た 。 視 界 は 良 好 で チ プ リ尾 根 も観 光 新 道 の 尾 根 も よ く 見

え た 。

10:52 1760m
3P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (35min)

10:58 (発 )

11:03 別 当 覗 き

こ の 付 近 か ら 、 紅 葉 が 始 ま つ た 。

11:33 甚 之 助 ヒ ュ ッ テ

夏 と 違 っ て 樹 勢 が 弱 い た め か 、 非 常 に 眺 め が よ い 。 小 屋 の 水 は 出 な か っ た 。 昼 食 、 高 層

4P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (37min)

11:57 (発 )

12:14 黒 ボ コ 方 面 と の 分 岐

南 竜 小 屋 ま で の 沢 に 3ケ 所 橋 が あ る が 、 橋 板 が 外 され て しま っ て い る。

12:34 南 竜 ヶ馬 場 冬 季 小 屋

こ ん な 、 台 風 の 雨 の 中 で も人 客 が い た 。 紅 茶 を 沸 か して だ べ る 。 寒 い の で 、 小 屋 の 中 に

テ ン トを 張 つ た 。

15:00 食 当 開 始

15:50 食 事 開 始

16:00 天 気 図

軽 量 化 の た め 夕 飯 の 米 は 一 人 1合 しか な く 、 こ れ で は 少 な す ぎ る。

16:40頃 他 の 、 東 京 方 面 か ら き た パ ー テ ィー (10名 程 度 )が 帰 つ て き て 食 事 を 始 め

た 。 飯 を 食 い 終 わ る と何 もす る こ とが 無 い 。

17:30～  寝 始 め る

隣 の パ ー テ ィ ー は 20:30ま で い ろ い ろ や つ て い た 。 聞 こ え た と こ ろ に よ る と 、 飯 は

食 え き れ な い ほ ど あ っ て 、 こ ち ら は 腹 が 減 つ て しか た な か っ た 。 しか し、 い く らす る こ と

が 無 い と言 え 、 17:30か ら寝 た の は 初 め て だ っ た 。

● 10月 8日

4:00 起 床

4:30頃 か ら 土 砂 降 り

5:00 朝 食 開 始

6:10 ラ ジ オ で 詳 しい 台 風 情 報 を 聞 き 、 沈 澱 決 定 。

6:30～  何 も す る こ とが 無 い の で 、 ま た 寝 始 め る。 本 当 に よ く寝 る こ と で あ る。

00 昼 食

30頃 雷 雨 と な り、 風 雨 と も に 強 ま っ て 来 る c

00頃 風 は 強 い が 、 雨 は や ん だ 。 個 人 的 に テ ン 場 の 方 に 散 歩 に 行 つ た 。

16:00 天 気 図 、 食 当 開 始

寝 る ま で 、 怪 談 話 な ど を した じ

20:00 就 寝

1  1

1  1

1 5

霧 雨 で は あ る が 星 は よ く 見 え た c
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5
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● 10月 9日

4:00 起 床

30 朝 食 開 始

00 パ ッキ ン グ

25 日の 出 前 で 暗 い の で待 機

l P ‐―――――‐―‐‐―‐‐――――‐‐――‐――‐‐―‐―――――‐――――――― (29min)

5137(南 竜 ヶ 馬 場 発 )

小 屋 か ら真 正 面 に 経 ヶ 岳 が 見 え た 。

鳶 岩 コ ー ス を 行 く。 南 竜 小 屋 の 横 か ら 開 け た 沢 沿 い の 道 で あ る し 石 ゴ ロ の 道 。

5148(2210m)
沢 を 離 れ る 。 こ こ か ら 、 所 々 大 き な 石 (3m以 上 )が 所 々 出 て 来 る 。 よ く滑 る 。

広 い 斜 面 を 登 る 道 で あ り、 昔 の 道 が (石 を 敷 い た )所 々 出 て く る 。

6:00 雲 海 の 向 こ うか ら 日の 出 。 道 の 所 々 に 、 霜 や 、 霜 柱 が 付 い て い た 。

6:06(2300m)
別 山 方 面 が よ く見 え た 。

快 晴 、 東 方 向 に 雲 海 。

2 P (zzmin)

6:16 (発 )

6 : 26(鳶 岩 )

鳶 岩 を 過 ぎ る とハ イ マ ツ 帯 の 中 の 道 で あ る。 道 幅 は 広 い の で濡 れ な く て 済 む 。 コ ケ モ モ

が 道 の 両 わ き に 多 い 。

万 才 谷 の 雪 渓 は 当 然 で あ る が 、 解 け て な く な つ て い る。 万 才 谷 を 過 ぎ る と広 い 荒 野 の 道

と い つ た 感 じで あ る 。 石 ゴ ロ の 道 と な る 。

6 : 43(室 堂 )

わず かに雪が ち らつい た。 小屋 はひ つそ りと していた。

曇 、積

3P ―――――――――――――――――――――――――‐―――――――――――‐――― (32nin)

6:54 (発 )

御 前 峰 ま で 、 石 の 階 段 状 の道 で 歩 き易 い。

7:26(御 前 峰 )

高 二 郎 ま で よ く見 え た。 写真 を撮 っ た。 しか し寒 か つ た 。

行 動 水 、快 晴 、 消 え か か つ た雲 海 。

4 P (torin)
7:54  (発 )

御 前 峰 周 辺 は 岩 が ゴ ロ ゴ ロ して お り、 表 面 が 凍 つ て い て 滑 り易 か つ た 。 ま た 、 下 り 口 ま

で は 横 風 が き つ か つ た 。 御 前 峰 か ら剣 ヶ 峰 方 面 へ は ジ グ を 切 つ た 石 ゴ ロ の 急 な 下 りで あ る 。

下 り き る と 、 火 口原 で あ る。

8:10(火 口原 の 中 間 地 点 )

こ こ に ザ ッ ク を 置 い て 剣 ヶ峰 に ワ ン デ リ ン グ を か け た 。 (予 定 外 行 動 で 結 構 ル ー ズ )

WlP ――――――‐―い――‐―――――――‐‐―‐―‐‐―――――…………――― (7min)――‐―‐―――‐――‐――‐―̈―――――――――‐――‐―̈―‐‐‐‐―‐――――‐

8 : 10  (発 )

剣 ヶ 峰 ま で は 道 無 し。 岩 ゴ ロ の 急 斜 面 を 登 る が 、 浮 き 石 が 多 く危 な い 。

8:17(剣 ヶ 峰 ピ ー ク )

ピー ク に は タ ル ン や 標 畿 が あ る。

WRlP 
一 一 ― 一 ― ― 一 一

―

一 一 一 一 一 一 ― 一 一

―

(9min)一
一 一 一 一 ― ― 一 一 一 ― 一 一 一 一 ― ― 一 一 一 一 一

8 : 31  (発 )

8:40(ザ ッ ク を 置 い た 地 点 )

5P ―――――――――――――――――――――――一――――――一―――――― (43Lin)

こ こ か ら 、 詳 し く 記 録 を 付 け る こ と に し た 。

8 :43  (発 )                 _30-



翠 ヶ 池 に 沿 つ て 地 図 上 に 示 され た 道 ど う りに い く。 実 際 歩 い て み る と踏 み 跡 が 見 られ な

か っ た 。

2600m付 近 か ら 下 りに か か る。 こ の 付 近 は 火 山 灰 の 砂 道 で 歩 き 易 い 。 当 初 は 緩 や か

な 下 りで あ る が 、 2550mか ら急 な 下 り に な る。 立 派 な も の で は な い が 、 所 々 、 石 が 階

段 状 に 並 べ られ て い る 。 しか し、 結 構 苔 む した 道 で あ り、 こ の 道 を利 用 す る 登 山 者 が 余 り

多 く な い こ と が わ か る。 下 り始 め は 道 の 両 わ き に ハ イ マ ツ が あ る。 沢 に 近 づ く に つ れ 潅 木

が 多 く な つ て く る。

9:01(2470m沢 に 出 る )

沢 に 出 た 地 点 に 岩 に 赤 ペ ン キ で 矢 印 が 示 して あ る 。 沢 の 中 は 岩 が
・
ゴ ロ ゴ `口 して い る。 上

部 を 見 上 げ る と結 構 急 な 沢 で あ る 。 (GWの PWで は こ の 沢 の 中 を 下 つ て き た 。 雪 が 腐 っ

て い て 雪 崩 が 起 き な い か 非 常 に心 配 しな が ら下 つ た。 )沢 と言 つ て も この付 近 で は ま だ水

は な い。

沢 を横 切 り今 度 は 沢 の 北側 を トラバ ー ス気 味 に い くc夏 は 草 が 生 えて お り短 パ ンで行 く

とひ どい と こ ろ で あ るが 、今 は枯 れ て い て 歩 き易 い。 道 を は さん で 間 隔 を lm程 度 あ けて

潅 木 が繁 つ て お り、 そ の 中 に 20cm程 度 の踏 み 跡 が続 い て い る とい つ た感 じで あ る。

地 図 に あ る通 り、少 し行 く とジ グザ グ を 下 る。 下 りき つ て 、広 場 の 中 の道 とな る。 23
50m付 近 の道 の 北側 に は 、 夏 な ら大 き な 雪 渓 が あ るが この 時期 に は な い。 この付 近 は岩

が ゴ ロ ゴ ロ して い る。 ま た 、 2350mに は 、標 議 が あ る c

や が て ま た 、 トラバ ー ス道 とな る。 トラバ ー ス は踏 み 跡 20cm程 度 の 土 道 。

9:20(2260m付 近 にお 花 松 原 の標 議 が あ る )

この付 近 ダ ケ カ ンバ が 多 い が 、 昨 日ま で の 台 風 で葉 が 全 部 落 ち て しま つ て い て 紅 葉 は非

常 に汚 か つ た。 赤 い 実 だ け残 つ て い た 。

9:26(2416と 2349の 鞍 部 )

トラ バ ー ス 道 か ら は 結 構 眺 め が 良 か つ た 。 剣 ヶ 峰 も よ く 見 え る。 晴 、 積

6P ――――‐―――――――――――――――――‐‐―‐‐―――――――――――‐―― (44■ in)

9:45 (発 )

2349へ の 登 りの 途 中 (2290付 近 )に 2～ 3mの 岩 が あ り、 岩 の 表 面 に ス テ ッ プ

が き っ て あ る 。 2349ま で は 北 側 の 方 が 眺 め が よ い 。 2349周 辺 の な だ ら か な 所 は ハ

イ マ ツ 帯 と な つ て い る 。

10:00(2349ピ ー ク )

2349ピ ー ク を す ぎ る とす ぐ に 下 り と な り、 滑 り易 い 粘 土 状 の 道 と な る 。 下 り き る と

湿 地 帯 に は い る 。 今 後 、 間 名 古 の 頭 ま で 湿 地 帯 が い た る と こ ろ に 見 受 け られ る 。

10109(池 塘 )

地 国 が 、 "白 山 "か ら'中 官 温 泉 "に 入 る と こ ろ で 道 の 南 側 に 10X20m大 の 池 塘 が

あ っ た 。 全 然 荒 され て い な い 。 池 塘 の 周 辺 は 草 帯 とな つ て い て 、 そ の 周 りに ハ イ マ ツ 、 ダ

ケ カ ン パ 、 ナ ナ カ マ ドな どが み られ る。

こ の 池 塘 を 過 ぎ て か ら も 、 カ ル ス ト地 形 み た い に 穴 ば こや 池 塘 が あ ち こ ち に み られ る。

地 図 上 で 道 の 北 西 に 窪 地 の 印 が して あ る 地 点 が あ る が 、 こ の 付 近 が 北 弥 陀 が 原 と呼 ば れ て

い る。

10:22(北 弥 陀 が 原 の 標 織 )

標 議 は 倒 れ か け て い た 。 広 々 と して い て 、 辺 り草 帯 か ハ イ マ ツ 帯 と な つ て い る 。 地 図 上

で 道 の 北 西 側 に 窪 地 印 が つ い た 笛 所 は ハ イ マ ツ に 覆 わ れ て い る の が 、 こ こ ま で の 下 りの 途

中 か ら 見 え た 。 ず つ と土 道 。

10:29(北 弥 陀が原 を過 ぎた尾根 上 2150m付 近 )

北弥 陀が原 を過 ぎて 2168手 前 の尾根 にはい る と正面 に奥三方が どつ しりと見 え る。

この尾根 は歩 き易 い 50cm幅 の上道 であ る。東斜 面 は草地 で眺 めが非 常 に よい。紅葉 も

きれ い。 高 層 、積 、 ぼつ り と雨 が 降 つ た。 行 動 水

7 1P  
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

 (42■ in)

10140 (発 )

2168へ の 登 り は 笹 、 ア オ モ リ ト ドマ ツ 、 ダ ケ カ ン バ の 潅 木 帯 の 中 を い く。
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10:55(2168:地 獄 覗 き )

2168か ら少 し北 に行 つ た と こ ろ と思 うが 、 "地 獄 覗 き 'と い う場 所 が あ る。

道 の西 側 に あ り、 二 畳 分 位 の広 さが あ る。 標 畿 も立 っ て い る。 覗 く と谷 が 見 え る か とい う

とブ ッシ ュ に 隠 れ て 全 然 見 え な い。

2168を 過 ぎ る と滑 り易 い道 とな り、 下 りに は木 の 階段 が 設 け て あ る。 途 中 で気 付 い

た が 、 一 般 的 に南 斜 面 は 日が 当 た る の で 乾 い た 道 で 、 北 側 斜 面 に付 い た 道 は湿 つ ぼ く滑 り

易 い道 で あ る。 以 後 もず つ とそ の よ うに な つ て い た。

11:00(鶯 平 )

2168と 2114の 鞍 部 は鴬 平 で あ る。 標 餞 が あ る。 周 辺 は笹 の原 つ ば で 周 囲 に 潅 木    _
が み られ る。

11:06(2114)
2114ピ ー ク 付 近 は 平 坦 で は っ き り し な い が 、 ピー ク と思 わ れ た 地 点 は 広 場 に な つ て    '

い る 。 別 に 何 も な い 。

2114か ら は な お さ ら滑 り易 く 、 本 の 階 段 が 多 い 道 とな る。 間 名 古 の 頭 に 向 け て の 急

な 下 りは ジ グ が き っ た 道 で あ る 。 較 部 に 下 つ て 少 し登 る と間 名 古 の 頭 を 北 西 に トラ バ ー ス

す るよ うになつてい る。

11122(間 名 古 の頭 の トラバー スに入 る地点 )

トラバ ース にはい る直前 で ピッチ を とつた。 (GW期 の山行 では、 トラバー ス道 が見つ

か らな くて、間名古 の頭 を直登 した。急 だ つたが比較 的簡 単 に車登 で きた)曇 、積 、昼食

8 P  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  (35■ in)   ―――――――――‐―

「

――――~‐ ~~~― ―――――――――――――――――――

11136 (発 )

す ぐ間 名 古 の頭 の トラバ ー ス に入 る。 トラバ ー ス は 全 体 的 に登 り気 味 につ い て あ る。 ア

オ モ リ ト ドマ ツ 、 ダ ケ カ ンパ の樹 林 帯 の 中 の 道 が 三 俣 峠 ま で続 く。 小 石 が ゴ ロ ゴ ロ して い

るが 、 よ く しま つ て い て 、 トラバ ‐ ス道 に して は歩 き易 い。 但 し、 夏 期 に は 下 草 が 繁 つ て

い て 歩 き に くい 。 途 中 一 箇 所 土 砂 崩 れ で道 が 塞 が れ て い る と こ ろ が あ っ た が大 した 規 模 で

は な く危 険 もな くす ぐに越 え られ る .

11:50
トラバ ー ス を ぬ け尾 根 に 出 る。 この 直 前 に 同名 古 の頭 の標 識 が あ る が ピー クヘ の 道 が あ

るわ け で は な い。 尾 根 に 出 た 地 点 は前 方 に視 界 が 広 が る の で気 持 ち よい。

11:54(三 俣 峠 の標 議 、 地 図 とは地 点 が 異 な る )

地 図 上 の 三 俣 峠 の位 置 と異 な る地 点 に標 議 が 立 っ て い る。 県 境 か ら殆 ど離 れ て い な い 所

の樹 林 の 中 に立 っ て い て 、 峠 ら しい 地 形 も見 受 け られ な い の で お か しい こ とが す ぐわ か る。

間 もな く樹 林 か ら抜 け て低 い笹 の 中 の気 持 ち の よい 尾 根 道 とな る。 軽 くジ グ を き つ て 下

れ ば 地 図 上 の 三 俣 峠 で あ る。 開 け た 峠 で 、右 手 に シ ン ノ沢 が 曲 が りな が ら高 度 を 下 げ て い    :
るの が よ くわ か る。 (GW期 は この沢 の 中 を 下 つ て行 つ た。 上 部 で は気 持 ち よ く下れ るが 、

下部 は ス ノー プ リ ッジ に注 意 しな けれ ば な らな い。 )

背 の低 い笹 帯 の 中 の道 が続 く。

12:11(2077の トラバ ー ス道 の 途 中 )

2077の トラバ ー ス は 50cm程 度 の 土 道 で 、 トラバ ー ス だ け は 背 の 高 い 笹 ブ ッシ ュ

とな つ て い る。 2077の 南 東 方 向 の道 上 で 休 憩 .丁 度 、 フ キ が 生 え て い た の で 草飼 が食

用 と して採 取 した。 み ん な どれ だ け食 う気 が あ つ た か 知 らな い が 、結 局 、 後 で 全 部 食 つ た。

曇 、積

I P (24rin)
11 :24  (発 )

ゴ マ 平 へ 下 り始 め る 地 点 は 左 に 曲 が る の で よ く わ か る 。 下 り に 入 る と北 斜 面 で あ る こ と

か ら急 に 笹 が な く な り、 苔 む した 石 ゴ ロ の 道 と な り滑 り易 い 。 下 りは ジ グ を 切 つ た 道 で 、

途 中 、 三 方 岩 や 国 見 山 方 面 、 岩 間 元 湯 へ の 道 が 見 え た 。 ダ ケ カ ン パ 、 ア オ モ リ ト ドマ ツ な

どの 潅 木 帯 の 中 の 道 で あ る の で 日は 差 し込 ま な い 。

12:47(中 宮 道 との 分 岐 )

12:48(ゴ マ 平 小 屋 着 ) -32-



小 屋 は 分 岐 か ら中宮 温 泉 の方 向 に行 つ て左 手 す ぐで あ る。 曇 、積

水 場 は 小 屋 の東 側 を通 つ て少 し下 る とあ る。 小 さな 沢 で 、水 量 は 多 くな い の で 、 ひ どい

干 天 時 に は枯 れ て しま い そ う。 今 の 時 期 は 充 分 に あ る し、今 年 の 盆 に来 た とき よ りも多 か

つ た。 小 屋 の周 囲 は樹 林 で 覆 わ れ て い る。 ま た 、 小 屋 の 前 は小 さな広 場 とな つ て い る。

小 屋 の 中 に は い るに は 二 重 扉 とな つ て い る。 小 屋 の 中 は 土 間 と二段 に な っ た板 の 間 が あ

り、 三 階 へ は 階 段 で 登 る。 最 大 で 20人 程 度 泊 まれ る と思 う。 便 所 も用 意 して あ り、 比 較

的 きれ い に使 つ て あ つ た。 道 整 備 用 の シ ャベ ル な ど、 毛布 2、 3枚 、 自然 保 護 セ ン ター が

用 意 した ノー トな どが あ る。 小 屋 の 中 は 暗 い。

中 宮 の 方 向 か ら登 山者 が 1名 来 て 、 野 田 と 30分 ほ ど話 した後 、
・
室 堂 へ .と 登 つ て 行 っ た。

14100も 過 ぎ て い て少 し無 謀 と思 つ た が 特 に止 め な か っ た。

15:20頃 か ら、 取 つ て きたふ き を調 理 し始 め た。 皮 をむ い て 、 二 回 ほ ど沸 勝 き世 た 湯

で煮 込 ん で ア ク を ぬ き、 ラー ドで 炒 め て壇 で 味付 け して食 つ た。 ラー ド臭 か っ た が 結 構 イ

ケ た。

16:00 天 気 図

天 気 図 を取 り終 わ る頃 か ら雨 が 降 り出 した。

16:48 食 事 開 始  雨 は ま だ や ま な い 。 さ つ き の 人 は 大 文 夫 か 心 配 に な つ て く る。

30 小 屋 の 中 の 気 温 計 8.5℃ で あ る 。 非 常 に 寒 い 。

40ま で 、 歌 集 を 歌 つ て い た 。 腹 は 減 る し 、 寒 い の で ろ く な こ とは な い 。

45 就 寝  ガ ス 、 小 雨

さっ きの 人 は 果 して 無 事 に着 い た だ ろ うか。 一 歩 間違 え ば 雨 の 中遭 難 で あ る。

● 10月 10日 (体 育 の 日)

4:30 起 床

寒 くて 2時 間 ほ ど しか寝 れ な か つ た。 起 床 時 の小 屋 の気 温 は 4℃ で あ つ た。 外 に 出 て み る

と、笹 の葉 に 薄 く付 い て い た の は な ん と雪 で あ つ た。 (こ の 時 期 、 山 で の 雪 は 珍 し くない

とは い え 、 今 年 金 沢 で初 雪 が 降 っ た の は 12/24で あ つ た の で 2ヶ 月 以 上 も早 く初 雪 を体 験 し

て しま つ た。 )、 晴

5:09 食 事 開 始●
●　
Ｐ

18
20
20

1

6

(40min)

:00(ゴ マ 平 小 屋 発 )

ゴ マ 平 を 出 て 少 し昨 日の 道 を 引 き 返 し、 左 手 に 折 れ 、 三 方 岩 岳 方 面 へ 向 か う。 少 しず つ

登 りな が ら東 に 進 む と行 つ た と こ ろ 。 現 在 地 は は つ き り分 か ら な か っ た 。 人 も入 ら な い の

で 相 当 の 悪 路 で あ り踏 み 跡 も か な り薄 い と こ ろ も あ る が 、 危 険 箇 所 は 無 い 。 台 風 の 後 で あ

る た め か 石 が 濡 れ て お り滑 り易 い し、 沢 が 何 回 か 道 を 横 切 る。 背 丈 以 上 の 笹 ブ ッ シ ュ が 道

の 両 わ き に ず つ と続 く。 笹 が 道 の ま ん 中 か ら生 え た り して 、 登 山 者 が い か に 少 な い か よ く

分 か る 。

ゴマ 平 小 屋 付 近 の 地 図 (上 が 北 方 向 )
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ゴ マ 平 小 屋 小 屋 内 部 の 様 子 (上 が 北 方 向 )

6:34(1850m付 近 )

1900m付 近 は 兎 平 と呼 ば れ 確 か に 平 坦 な 感 じは す る が 、 ひ た す ら笹 ブ ッ シ ュ で 何 も
見 え な い 。 1850mか ら は 土 道 か 石 ゴ ロ の 滑 り易 い 下 りで あ る。 一 部 急 な と こ ろ は 本 の
階 段 が 用 意 して あ っ た 。 笹 ブ ッ シ ュ は 相 変 わ らず で 、 視 界 は 全 然 効 か な か っ た 。
6:40(シ ン ノ 沢 手 前 の 小 さ な 沢 )

下 りが 終 わ っ て 平 ら な 所 へ 出 る が 、 出 る 直 前 に 2m幅 の 水 量 豊 富 な 沢 が 横 切 つ て い る。
渡 渉 して 休 憩 す る。 こ の 付 近 ア オ モ リ ト ドマ ツ の 林 で 、 地 面 は ぬ か る ん で い る 。 北 縦 走 路
の 案 内 板 と野 鳥 の 説 明 板 が 5枚 ほ ど あ る が 、 どれ も傾 い て い る 。 ぬ か る ん で さ え い な け れ
ば 水 場 も近 い しテ ン 設 適 地 に な る。 雪 (少 し)、 曇

2P (42min)
6:56 (発 )

ぬ か る ん だ 平 坦 な 道 を 進 む 。 周 囲 は 笹 ブ ッ シ ュ で あ る が さ っ き の よ うに 頑 固 で は な い 。
だ ん だ ん シ ン ノ 沢 に 近 づ い て く る の が 沢 音 か らわ か っ た 。

7:05(シ ン ノ 沢 )

シ ン ノ 沢 は 15m程 度 は あ ろ うか 、 コ シ ア ゲ 沢 よ り少 し広 く水 量 も 豊 富 。 沢 は 橋 で 渡 る 。
沢 の ま ん 中 に 橋 脚 が あ り、 鉄 製 の 梯 子 を 縦 に 2本 寝 か した 立 派 な も の で あ る。 沢 か ら の 高
さ も 2m程 度 あ る。

しば ら く沢 沿 い に 進 み 、 や が て 1786.5と 1772の 鞍 部 に 出 る。 こ の 付 近 、 瀬 領
松 と呼 ば れ る ら しい が 、 立 ち枯 れ た ア オ モ リ ト ドマ ツ が 数 本 あ る だ け で あ と は 笹 ブ ッ シ ュ

で あ る 。 ブ ッ シ ュ の 高 さ は 50cm程 度 だ が 、 道 幅 は 細 く よ く濡 れ る。

鞍 部 か ら登 りに か か る 付 近 で 木 の 階 段 が あ っ た 。 登 りの 中 腹 ま で は 見 越 山 に 似 た 登 りで 、
本 の 根 が 張 り出 した 土 道 、 笹 ブ ッ シ ュ。 上 部 に 近 づ く に つ れ て 笹 の 背 が 低 く な り濡 れ な く
な る 。 ま た 、 砂 利 道 に な っ て く る。

7:21(念 仏 尾 根 の 標 識 )

大 体 登 り き つ た 辺 りで 、 念 仏 尾 根 の 標 議 が あ っ た 。 こ こ か ら 、 快 適 な 尾 根 上 の 道 と な る。
笹 の 背 も低 く 、 当 分 見 な か っ た ハ イ マ ツ も復 活 す る。 本 来 眺 め が 良 い は ず で あ る が 、 ガ ス

つ て い て 何 も 見 え な い の が 残 念 。 1772周 辺 か ら背 の 低 い 笹 帯 と な る。 こ の 付 近 南 東 側
が 数 力 所 ガ レて い る が 、 ガ ス っ て い て 下 方 が 見 え な か っ た 。 そ れ ほ ど危 険 と は 思 わ れ な い 。
7:38(1772の 次 の 小 ピー ク )

1772の 次 の 小 ピー ク で ピ ッチ を と っ た 。 こ の 付 近 、 快 適 な 上 道 。 ガ ス 、 曇 、 積 雲
3P (52min)
7150 (発 )

1772の 次 の 小 ピー ク か ら少 し下 り、 ま た 登 つ た と こ ろ (1760m)に 3m程 度 の

岩 が あ る 。 こ の 辺 か らハ イ マ ツ の 根 が 張 り出 した 砂 利 道 と な る 。 念 仏 尾 根 は 全 般 的 に 尾 根

-34-



の 中 心 よ り南 東 側 に 道 が 付 い て い る の で 、 南 東 側 の 視 界 が よ い 。 ま た 、 南 東 側 は 結 構 切 れ

落 ち て い る 。 1762ま で 気 持 ち よ い 尾 根 道 が 続 く。

8:10
1762を 過 ぎ て 進 行 方 向 を 北 に 変 え る 。 10m程 下 つ て 広 い 平 坦 地 に な る 。 こ の 平 坦

地 は ぬ か る ん で お り、 背 丈 以 上 の 笹 ブ ッ シ ュ 。 少 し行 け ば 笹 か ら抜 け 出 て 、 地 図 で も 明 ら

か な よ うに 尾 根 の 直 下 の 東 側 トラ バ ー ス と な る 。 非 常 に 気 持 ち よ い 砂 利 道 で 右 手 に 荻 町 の

集 落 と鳩 ヶ 谷 ダ ム 湖 が ガ ス の 晴 れ 間 か ら見 られ た 。

トラ バ ー ス が 過 ぎ る と 1710mの 平 坦 地 に 入 る。 こ の 平 坦 地 は ア オ モ リ ト ドマ ツ 、 潅

木と笹の中の湿つた 50cm程 度の上道。 1710mか らの下りぼ笹の中′の滑 り易い土道。

7128(1710mと 妙 法 山 と の 鞍 部 )

こ の 鞍 部 付 近 は ア オ モ リ ト ドマ ツ な ど の 潅 木 帯 。

す ぐ に 妙 法 へ の 登 りで あ る。 登 り始 め は 人 工 的 に 石 を 積 ん だ よ うに な っ て い る 。 しば ら

くす る と ガ レ の 多 い 道 と な る。 登 りの 南 東 側 が 崩 れ て い て 岩 肌 が 出 て い る が 特 に 危 険 は な

い 。 登 りは 潅 木 の 背 が 低 い の で 視 界 が よ く 、 ス ー パ ー 林 道 も 見 え る。 登 つ て い る 途 中 、 陽

が さ して き た 。

8:42(妙 法 山 ピー ク )

ピー ク は 約 10m× 5mと 縦 長 で 広 い 。 石 が ゴ ロ ゴ ロ して お り、 標 議 と三 角 点 が あ る。

行 動 水 、 曇 、 積

4P (50min)

9:00 (発 )

ピー ク を 出 て か ら急 な 下 りで あ る。 か な り古 い が ま だ しっ か り した木 の 階 段 が この 下 り

全 体 に わ た っ て つ い て い る。 眺 め が よい 。

9:10(妙 法 と 1756の 鞍 部 )

東 側 に笹 ブ ッシ ュが あ る。 東 側 の 一 段 低 くな った と こ ろ に池 塘 が 見 られ た。 1756ヘ
は東 側 を行 くが 、所 々木 の 階段 が つ い て い る。 潅 木 帯 中 の 土道 で あ り、 笹 も刈 り込 ん で あ

っ た 。 1756は 通 らず 、 ピー ク直 下 を トラバ ー スす る。 トラバ ー ス を過 ぎて 17・ 56と
1780の 鞍 部 付 近 は うっそ う と した ア オ モ リ ト ドマ ツ の林 の 中 の ぬ か るみ 道 とな っ て い

る。 1780手 前 の 1700m付 近 か ら林 を抜 け て 登 りとな る。 この 登 りは道 幅 50cm
程 度 の砂 利 道 で ず つ と階 段 が 用 意 して あ る。 右 側 は ガ レて い るが 特 に危 険 は な い。 背 の低

い 潅 木 帯 で 景 色 が 良 く、荻 町 ま で 良 く見 え た。

9:50(モ ウセ ン平 の池 塘 )

1780を 過 ぎて少 し行 く と地 図 上 で 池 塘 の 印 が あ る とこ ろが モ ウセ ン平 で あ る。 この

付 近 だ け丸 太 を 打 ち込 ん だ踏 み 木 が 用 意 して あ るの で 、 この 上 を伝 っ て行 くこ とが 出 来 る。

ナ ナ カ マ ドも良 く紅 葉 して お りきれ い だ つ た し、 池 塘 も全 然 荒 され て い な い。 モ ウセ ン平

に は壊 れ たベ ンチ と標 議 が あ る。 池 塘 は 2つ 見 受 け られ た が 高 層 化 して お り水 は あ ま りな

か っ た。 テ ン場 に刈 り込 ん だ 後 もあ つ た。

5P (33■ in)

10:05 (発 )

モ ウセ ン 平 を 出 て か ら も丸 太 を 打 ち 込 ん で あ る 。 出 て か らす ぐ に 、 丸 太 の 根 元 に ナ メ コ

を 発 見 、 今 晩 の お か ず に す る こ と に 決 定 。 す ぐ に 尾 根 上 の 道 と な る。 地 図 上 の ガ レマ ー ク

の 地 点 は 実 際 も相 当 ガ レて い る。 全 般 的 に 左 手 は ア オ モ リ ト ドマ ツ な ど の 背 の 高 い 潅 木 帯

で あ り、 東 側 の 眺 め が よ い 。 上 り下 りの 地 点 に は 必 ず と言 つ て い い ほ ど 階 段 が 用 意 して あ

る の で 、 快 適 に 進 む こ とが 出 来 る。

10:38(野 谷 荘 司 山 ピー ク )

ピー ク は ダ ン ロ ップ の テ ン トを 縦 に 2つ 並 べ た 程 度 の 広 さ。 ピ ー ク に は 三 角 点 、 標 識 有

り。 ピー ク か ら の 眺 め は 良 く 、 自 山 (正 し雲 で 見 え な か っ た )～ 鳩 ヶ 谷 ～ 三 方 岩 ・ 犀 奥 方

面 ま で 良 く見 え る 。 ス ー パ ー 林 道 か らの 観 光 客 が 数 人 い た 。 こ こ か ら結 構 人 に 出 会 う こ と

とな つ た 。 今 日は 体 育 の 日で あ る 。 昼 食 、 曇 、 層 積

6P (50min)
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11:10(鶴 平 新 道 と の 分 岐 )

鶴 平 新 道 の 分 岐 は 1797と 1704の 中 間 の 小 ピー ク に あ る 。

大 体 は 樹 林 帯 中 の 中 の 上 道 で あ る が 、 と き ど き 右 手 に 視 界 が 良 く広 が る 所 に 出 る 。 視 界

が 広 が る 所 は 、 地 図 上 に も た く さ ん 見 られ る ガ レ場 と な っ て い る 。 急 な ガ レ場 ば か りだ が 、

落 ち る 危 険 性 は 無 い 。 しか し、 念 仏 尾 根 以 来 の 北 縦 走 路 は 本 当 に 快 適 な 道 が 続 く。

11:53(1736手 前 の 鞍 部 )

こ の 地 点 で ピ ッチ を 取 つ た 。 人 に 良 く 出 会 っ た 。

ま た 、 1736の トラ バ ー ス 道 は 良 く分 か ら な か っ た 。 多 分 、 廃 道 と な つ て い る 。

7P (17min)

12106 (発 )

1736へ の 登 りは 階 段 と な っ て い る 。

12:15(1736)
1736は 飛 騨 岩 と 呼 ば れ る。 ピー ク 付 近 は 道 が 走 っ て い る だ け で あ り、 あ と顕 著 な こ

と と言 え ば 、 杉 の 本 が 多 く根 が 道 上 に 張 り出 して い る。

1736か ら の 下 り も 木 の 階 段 と な つ て い る 。

12:23(三 方 岩 岳 加 賀 岩 )

加 賀 岩 の 少 し手 前 に 三 方 岩 小 屋 跡 へ の 分 岐 が あ る。

加 賀 岩 の ピー ク は 人 が 多 く 、 い つ も そ うで あ る よ うに 、 観 光 客 か ら注 目 を 浴 び る の で あ

つ た 。 飛 騨 岩 と違 つ て 加 賀 岩 の ピー ク は 広 く 、 標 議 、 ベ ン チ 有 り。 ピー ク か ら 明 日の コ ー

ス を 見 て み る と 、 1754ま で は 踏 み 跡 が 付 い て い る の が よ く分 か つ た 。 紅 葉 が き れ い で

あ っ た。

8P (18nin)

13:02 (発 )

来 た 道 を 少 し引 き 返 して 、 小 屋 跡 の 方 へ 向 か つ て 下 り る 。 飛 騨 岩 の 直 下 ま で 来 る と 、 稜

線 上 を 東 側 に ど ん どん 下 りて 行 く。 や が て 、 道 が 左 側 に そ れ て 行 く と 同 時 に 背 の 高 い 笹 が

出 始 め て 間 も な く三 方 岩 岳 小 屋 跡 に 到 着 す る 。

13:20(三 方 岩 岳 小 屋 跡 )

小 屋 跡 周 辺 は ち ょ つ と した 広 場 み た い に 広 く 、 周 囲 は ア オ モ リ ト ドマ ツ と ダ ケ カ ン バ の

林 で あ る。 眺 め は 無 い 。 小 屋 跡 は 平 で 広 い が 、 石 が ゴ ロ ゴ ロ して ぃ て テ ン 設 は や り に くい 。

水 場 へ は 2～ 3分 程 度 で 行 く こ とが 出 来 る。 水 量 も 豊 富 で 干 天 時 に も 大 丈 夫 だ と思 う。

15:15 食 当 開 始

モ ウセ ン 平 で 採 れ た ナ メ コ を 、 マ ル タ イ の ス ー プ で 煮 て 食 べ た 。 うま か っ た 。

16:00 天 気 図

20150ま で 歌 を 歌 つ た 。 寝 る 前 、 外 に 出 して お い た 靴 が 凍 つ て い た 。 快 晴 。

三 方 岩 岳 小 屋 跡 付 近 の様 子
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● 10月 11日
5:30 起 床

タ ベ も寒 か つ た の で ほ とん ど寝 られ な か つ た 。 自分 は 日 は さ め て い た が 、 シ ュ ラ フ か ら

出 る 気 が しな い の で じっ と して い た 。 す る と 、 4:30起 床 の と こ ろ が 、 一 時 間 も 過 ぎ て

しま つ て い た 。 今 日か ら 、 い よ い よ ブ ッ シ ュ 突 入 と言 うの に 、 い き な リ フ ェ イ ン トが か か

っ て しま つ た 。

5:58 朝 食 開 始

6:15 撤 収 、 パ ッ キ ン グ 開 始 。 一 人 41る の 水 歩 荷 。

lP ―――――――――一―一――――一一――――一―――――――――― (27nin)

6:40(三 方 岩 岳 小 屋 跡 、 発 )

小 屋 を 出 て す ぐ は 、 背 丈 以 上 の 笹 の 中 の 上 道 で あ る。 全 般 的 に 溝 状 と な つ て お りま 滑 り

易 い 。 1610m当 りか ら尾 根 上 の 道 と な る が 、 潅 木 ブ ッ シ ュ で あ る 。 潅 本 は 歩 き 易 い よ

うに 刈 り入 れ て あ つ た 。 しか し、 道 の 状 態 か ら推 察 す る と利 用 者 は 少 な い と思 わ れ た 。 尾

根 上 か ら 、 後 ろ を 振 り返 る と、 北 ア ル プ ス の 山 並 が 良 く見 え た 。 や が て 、 飛 騨 岩 直 下 に 出

る 。 飛 騨 岩 は 巨 大 な 岩 で あ る。 2万 5千 分 の 1の 地 図 に は 、 飛 騨 岩 直 下 の 巻 道 が 記 載 され

て い る が 、 現 場 に は 見 あ た らな か つ た 。

7:05(北 縦 走 路 と の 分 岐 )

分 岐 に は 標 議 が あ る。

加 賀 岩 ま で は す ぐで あ る が 、 北 側 が 岩 場 と な っ て お り、 危 険 箇 所 は ロ ー プ が 張 つ て あ る 。

7:07(三 方 岩 岳 )

ピー ク に は 標 議 、 ベ ン チ 有 り。 非 常 に 見 晴 ら しの い い ピー ク で あ る。 自 山 か ら 、 北 ア ル

プ ス 、 医 王 山 、 能 登 半 島 ま で 見 え た 。 晴 、 絹 雲

2P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (36■ in)

7 : 26  (発 )

三 方 岩 か ら の 下 りは 道 幅 lm以 上 あ る 土 道 で 快 適 で あ る 。 ぬ か る み が 多 くて 、 滑 り易 そ

うな 道 で あ る が 、 凍 つ て い て 気 に な ら な か つ た 。 全 般 的 に 木 の 階 段 が 設 け て あ る 。

7:37(県 境 と夏 道 と の 分 岐 点 )

い よ い よ 薮 へ 突 入 で あ る。 分 岐 点 は 注 意 して い れ ば す ぐ わ か る 。 三 方 岩 か ら も 良 く見 え

る の で 、 観 察 して お く と 良 い 。 ま た 、 ピー ク か ら 見 た と こ ろ 、 県 境 上 に うつ す ら と 、 旧 道

が 残 つ て い る の が わ か っ た 。

実 際 に 歩 い て み る と 、 確 か に 踏 み 跡 が あ る 。 余 りは っ き り しな い 踏 み 跡 だ が 、 薮 の 薄 い

と こ ろ を 突 い て 行 け ば 普 通 の 夏 道 と余 り変 わ らぬ 速 さ で 歩 く こ とが 出 来 る。 1574の 次

の 鞍 部 で 少 し迷 つ た が 、 踏 み 跡 は 忠 実 に 尾 根 上 に 付 い て い る。

ブ ッ シ ュ は 背 丈 以 上 の 笹 か 潅 木 で あ る。 木 を ま た い で 乗 り越 え る と か 、 ザ ッ ク に ひ か か

る と か い う こ と は な い 。 紅 葉 は 汚 か つ た 。

1574次 の 小 ピー ク (1570m)は 瓢 箪 展 望 台 とな っ て い る。

8:02(瓢 箪 展 望 台 )

瓢 箪 展 望 台 は 最 近 出 来 た も の で 、 ベ ン チ と 、 木 製 の 展 望 台 が あ る。 展 望 台 へ の 道 は 、 西

側 に 付 い て い る 。 切 株 が ご ろ ご ろ して お り、 植 生 な ど を 説 明 した 看 板 が あ つ た 。 展 望 台 と

言 つ て も 三 方 岩 岳 の 方 が よ つ ぽ ど眺 め が い い 。

3P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (55min)

8:13 (発 )

展 望 台 か ら わ か りや す い 道 が 付 い て い る が 、 1分 も行 く と途 切 れ て 、 わ か ら な く な る。

しか し注 意 す る と 、 や は り 旧 道 の 踏 み 跡 が 付 い て い る の で そ こ を た ど る。 非 常 に 分 か りに

く い が 、 少 し薮 が 薄 く な っ て い る 。 展 望 台 過 ぎ の 鞍 部 を 過 ぎ 、 瓢 箪 山 の 尾 根 へ 取 り付 く付

近 で は 、 旧 道 は 県 境 上 を 行 か ず 、 少 し西 ヘ トラ バ ー ス し一 気 に 尾 根 ま で 登 る感 じで あ る。

そ して 、 1600mの ピー ク の 少 し西 側 に 出 る。

展 望 台 過 ぎ の 鞍 部 付 近 は 所 々 ブ ナ や 、 松 が あ る 林 と な っ て い る 。 全 般 に 、 背 丈 以 上 の 笹

と潅 木 ブ ッ シ ュ で あ る 。 と こ ろ ど こ ろ 、 古 い 切 株 が あ る。

8:26 -37-



1600mの ピー クの 少 し西 側 の 稜 線 上 に 出 る。

出 た 付 近 、 東 西 に延 び た溝 状 の 地 形 とな つ て い る。 そ の溝 の 中 を西 に 向 か つ て 進 む 。 溝

幅 は約 5～ 7m深 さは約 3mと い つ た感 じか。 溝 の 中 は笹 ブ ッシ ュ で あ り、 缶 ビー ル の 空

き缶 や 、瓶 ゴ ミが い た る と ころ に捨 て られ て あ つ た。

溝 状 地 形 とな っ て い る の は瓢 箪 手 前 1630m小 ピー ク と 1600m小 ピー ク の鞍 部 付

近 だ け で 、 どん どん進 む と、や が て溝 が 途 切 れ る。 途 切 れ た と ころ で 北 側 の斜 面 を少 し登

る と一 本 尾 根 に な っ て い て 、 そ の 上 に 明 らか に道 が付 い て い る。 比 較 的 進 み 易 い 潅 木 ブ ッ

シ ュ 中 の道 で あ る。

瓢 箪 手 前 1630m小 ピー ク は南 側 を通 る。 ピー ク付 近 にお い て 、 道 の 北 側 に南 北 に延   :
び た溝 状 の 地 形 (深 さ約 3m)が あ り、 い ま ま で き た道 とT字 形 に交 わ つ て い る。 気 にせ

ず ま っす ぐす す め ば よい。

しば ら く して ま た 、溝 状 の道 とな るが 、 す ぐに 、 南 側 の斜 面 を少 し登 る。 す る と踏 み 跡   :
が付 い て い る。 この辺 か らだ ん だ ん ブ ッシ ュ が ひ ど くな つ て く る。 そ の踏 み 跡 ど う りに行

く と諷 箪 山 の ピー ク に着 く。

9:08(瓢 箪 山 ピー ク )

ピー ク に は何 も な い。 背 の 高 い潅 木 ブ ッシ ュに埋 もれ て い て何 も見 え な い。 テ ン設 適 地

な し。 今 回 の ピ ッチ は 全 般 的 に 旧道 の踏 み 跡 が あ り、 楽 に進 め た。 行 動 水 。

4 P  
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 (58■ in)

9:22 (発 )

瓢 箪 山 か ら少 し行 く と も う道 は な い 。 所 々 、 踏 み 跡 ら し き も の が あ る が 当 て に せ ず 、 尾

根 上 を 行 く。 背 丈 以 上 の 潅 木 、 笹 ブ ッ シ ュ で 、 乾 燥 して い て ほ こ りが ひ ど い し 眺 め も 悪 い 。

1650m付 近 だ け 、 杉 の 、 木 や 根 が 大 き く張 り出 して い て 進 み に くい 。 しか し、 そ の

上 に 立 っ て 現 在 地 を 確 認 で き る 。 尾 根 は は つ き り して い る c

10120(1650mを 過 ぎ 、 少 し行 つ た 平 坦 部 )晴 、 絹 雲

5P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (56菫 in)

10:33 (発 )

進 み 初 め て す ぐ 、 1650m過 ぎ の 平 坦 部 の 途 中 に 、 自 く立 ち 枯 れ た 木 (直 径 約 lm)
が あ り、 そ の 周 りだ け 円 周 状 に 笹 が 低 く膝 下 程 度 に な っ て い る 箇 所 が あ つ た 。 多 分 、 落 雷

に よ り焼 け た も の で あ ろ う。 笹 を 刈 り込 め ば テ ン 設 可 能 。 眺 め も 良 く 、 剣 が 見 え た 。

11:03(1686)
こ こ ま で の 道 、 主 に 潅 木 混 じ りの 笹 ブ ッ シ ュ で 、 背 が 高 い の で 日が さ し こ ま な い 。 や は

り、 旧 道 跡 が 所 々 見 受 け られ る。 注 意 して い れ ば 切 株 も 見 つ か る。

1686付 近 、 地 形 が 平 坦 で 進 行 方 向 が よ くわ か ら な い 。 コ ン パ ス な ど で 確 認 す る 必 要

が あ る 。 少 し行 く と ブ ッ シ ュ の 隙 間 か ら 国 見 、 笈 方 面 が 見 え た の で 進 行 方 向 を 確 認 す る こ

とが 出 来 た 。

1686か らや は り 旧 道 が あ つ た 。 道 と い つ て も わ ず か に 薮 が 薄 い 程 度 の も の で あ る。

溝 状 とな つ て お り、 笹 ブ ッ シ ュで 何 も 見 え な い 。

11:29(国 見 手 前 1680m小 ピー ク と 1686と の 中 間 点 )

こ の 付 近 地 形 が 平 坦 で 現 在 地 が よ くわ か ら な い 。 ブ ッ シ ュ は 背 丈 以 上 で 眺 め 悪 く 、 日が

さ し こ ま な い 。 しか し、 日陰 を 行 け る の で 、 割 合 楽 で あ る 。

近 く の ダ ケ カ ン バ に 登 り、 現 在 地 と進 行 方 向 を 確 認 した 。 ダ ケ カ ン バ の 上 か ら み る と 、

旧 道 跡 が よ く わ か つ た 。 実 際 に 歩 い て み る と殆 ど わ か ら な い が 、 上 空 か ら 見 る と よ く わ か

る 。 昼 食 、 晴

6P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (64min)

12103 (発 )

国 見 山 手 前 1680m小 ピ ー ク 上 を 通 つ て 行 つ た 。 旧 道 跡 か ど う か よ く わ か ら な い 。 小

ピ ー ク を 過 ぎ る と 一 面 深 い 笹 ブ ッ シ ュ と な っ て い る 。 だ だ 広 い 地 形 で 、 く ね く ね 曲 が り な

が ら進 む 。 と こ ろ ど こ ろア オ モ リ ト ドマ ツ が 立 っ て い る。 人 は入 つ て い る よ うで 、 テ ー プ

が 見 受 け られ た。

国 見 山 直 前 の 1680m当 りに南 北 に 走 る溝 状 の 地 形 (深 さ約 2m)が あ る。

-38-



溝 の 中 に 降 り て 、 国 見 山 に 登 る が 猛 烈 な 笹 ブ ッ シ ュ で あ る 。 し か し 、 す ぐ に 終 わ り 、 平 坦

部 に 出 る 。

13:00(1690付 近 通 過 )

ピ ー ク 付 近 は 潅 木 と 笹 ブ ッ シ ュ 。 見 た と こ ろ で は テ ン 設 適 地 な し。

13:07
1690か ら真 北 に 行 つ た 1680付 近 で 休 む 。 笈 方 面 が 見 え る 。 よ く 見 え な い が 、 北

側 は 比 較 的 急 に 落 ち て い る 感 じ。 行 動 水 、 快 晴

7P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (69■ in)

13:22 (発 )

仙人窟方面の稜線への入 り日は厳密 にわか らない。左手 に谷 (ト ー クズ レ谷)を 見なが
ら (見 えないが)ト ラバースぎみ に降 りて行 く。潅木 と笹ブ ッシュがひ どぃ下 りである。
踏み跡 も全然無い。ブ ッシュの間か ら、正面に仙人窟だけが大 きく見える。地図で も明 ら
か な よ うに 、 尾 根 の右 側 は広 い。 (GW期 は 国 見 山 を通 らず に この広 い斜 面 を通 り、 大 き

くシ ョー トカ ッ トす る こ とが 出来 る。 )地 図 上 の 矢 印 地 点 (1560m)に テ ン場 (1張
り)が あ る。 この テ ン塀 は 平坦 で快 適 そ うだ が西 側 は す ご く谷 が切 れ 落 ち て い るの で危 険
で あ る。

13:48(テ ン場 )

テ ン場 か ら、笹 が急 に 姿 を消 し、 潅 木 だ け の ブ ッシ ュ に な るの と、 所 々踏 み 跡 が 出 て く
る。 地 図 上 で は比 較 的 細 尾 根 で あ るが 、東 側 の視 界 が余 りきか な い の で よ くわ か らな い。
西 側 は 、 もの す ごい谷 で あ る。 テ ン場 か ら少 し行 っ た とこ ろ (地 図 の ガ レ場 マ ー クか ?)
で 非 常 に危 険 な 箇 所 が あ るの で慎 重 に行 く必 要 が あ る。 こ の場 所 を過 ぎれ ば あ とは 問題 無
い。

14:31(菊 倉 山 手 前 1540mの 平 坦 部 付 近 )

この付 近 、 潅 木 の枝 を払 えば い い テ ン場 に な りそ うな とこ ろが あ る。 行 動 水 、 晴

8P ―――――――――――――́――――――――――――――――――――――――――― (68■ in)

14:45 (発 )

菊 倉 山 付 近 、 全 体 で テ ン設 適 地 が 4、 5ヶ 所 あ る。 但 し、 菊 倉 山 を 過 ぎ る と 1646ま
で テ ン 設 適 地 無 し。 菊 倉 山 付 近 の 尾 根 は 広 く 、 西 側 に ブ ナ が ぼ つ ば つ 立 っ て い る 。 菊 倉 山

を 過 ぎ る と あ と は ず つ と稜 線 上 の 潅 木 ブ ッ シ ュ の 中 を 行 く。  15:35頃 (1646と
菊 倉 山 鞍 部 )

1646へ は 急 登 で 、 踏 み 跡 ら し き も の が あ る 。 (無 い よ りは ま し程 度 の も の )木 を 手

づ か み で 登 ら な け れ ば な ら な い 箇 所 や 、 本 を ま た い で 行 か な け れ ば な ら な い 箇 所 が あ る の

で 大 変 で あ る 。 途 中 で 野 田 が 左 目 を ひ ど く突 い て しま っ た (視 力 が な お る の に 1カ 月 以 上

か か つ た )。 み ん な 結 構 疲 れ て い る よ うに 思 え た 。

15153(1646登 り途 中 の 1580m)
国 見 山 だ け が よ く見 え る。 行 動 水

9P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (46■ in)

16106 (発 )

16:42(1646ピ ー ク )

ピ ー ク 付 近 は 潅 木 ブ ッ シ ュ。 踏 み 跡 無 し、 テ ン設 適 地 無 し。 仕 方 な く、 も う少 し進 む 。

16:52(1646と 次 の 1640m小 ピー ク の 中 間 地 点 )

ピー ク か ら も踏 み 跡 無 し。

な ん と か 、 1張 り張 れ る テ ン 場 を 見 つ け た の で す ぐテ ン 設 す る。 潅 木 を 木 鎌 で 少 し払 つ

た 程 度 で 張 れ た 。 薮 の 中 で 全 然 眺 め は な し。

17:31 ブ ス 点

あ と記 録 無 し、 早 々 に 寝 た と思 う。

● 10月 12日
4:30 起 床

5:05 朝 食 開 始  水 の 無 い マ ル タ イ  _39-



5:45 撤 収 開 始

lP ――――――――――――――――――――――――――――――――――……――――― (65min)

6:14 (発 )

尾 根 上 を 行 く。 踏 み 跡 も な い 、 ひ た す ら潅 木 ブ ッ シ ュ の 見 通 しの 効 か な い 尾 根 で あ る。

と こ ろ が 、 登 りに な る と 、 立 派 な 踏 み 跡 が 付 い て い る (1650m付 近 と 1660m～ 1

700m)。 刈 り込 め ば 立 派 な 夏 道 に な る ほ どで あ る 。 昨 日の 1646の 登 り と違 っ て ぐ

ん ぐん 進 む こ と が 出 来 る。 平 坦 部 に は 踏 み 跡 は 無 い 。 これ は 、 GW期 に 南 斜 面 の 雪 が と け

る た め 、 GW期 の 登 山 者 が 尾 根 道 を 利 用 す る か ら だ と思 わ れ る。 )

7:02(1700m)
こ こ か ら は 、 も う踏 み 跡 無 し。 ひ た す ら潅 木 ブ ッ シ ュ 。 西 側 に ブ ナ 林 。

7:19(1747手 前 の 1720m)
尾 根 を そ れ る こ と な く来 る 。 テ ン 設 適 地 は 昨 日 の テ ン場 以 来 見 あ た ら な い 。 曇 、 高 層 、

高 積

2P ―――――――――――――一―――――一――一――――一――――――――― (48min)

7:32 (発 )

ひ た す ら潅 木 ブ ッ シ ュ の 中 を 行 く。 眺 め 悪 く、 踏 み 跡 無 し。

7155(1717)
1747付 近 か ら 、 西 の 方 向 に 尾 根 が 広 が る。 1747を 過 ぎ て ま っ す ぐ に 行 く と 、 東

の 尾 根 に そ の ま ま 入 つ て しま うの で 、 適 当 な 地 点 で 進 行 方 向 を 西 側 に 向 け て や る 必 要 が あ

る。 我 々 も 、 適 当 に 西 側 に そ れ て 、 広 い 尾 根 の 方 向 に 入 つ て 行 つ た 。 ア オ モ リ ト ドマ ツ が

所 々 立 っ て い る 、 深 い 笹 ブ ッ シ ュ 。 潅 木 も混 じつ て い る。 と き ど き 、 笈 が 見 え る の で 、 地

図 で 進 行 方 向 を 確 認 しな が ら行 つ た 。

こ の 付 近 平 坦 地 で あ る が 、 笹 が 深 く、 よ ほ ど刈 り込 ま な け れ ば テ ン 設 出 来 な い 。

笹 ブ ッ シ ュ を 下 り、 仙 人 窟 の 1峰 と 2峰 の 鞍 部 に 着 く と 、 そ こ に は 湿 原 が あ る。

8:20(仙 人 窟 岳 湿 原 )

湿 原 は 、 す ぐ に 見 つ か る。 図 に 示 す よ うに 南 北 に 上 中 下 の 三 段 に な っ て い て 、 一 番 下 の

湿 原 に しか 池 塘 が 無 い 。 しか も 、 水 が く め る 池 塘 は 、 直 径 lm、 深 さ 50cm程 度 の 小 さ

な も の が 一 つ あ る だ け で あ る。 他 の も の は 水 深 が 10cm程 度 しか な く 、 千 天 時 に は 千 上

が っ て しま うか も しれ な い 。

下 の湿 原 だ け に水 が集 ま るた め か 、 下 の 湿 原 は だ い ぶ ぬ か るん だ 草 地 とな っ て い て 、 上

中 の湿 原 は 乾 い た 草 地 とな つて い る。 (従 つ て 、湿 原 と呼 ぶ の は 変 な の で 以 後 は 草 地 と呼

ぶ )上 中 の 草 地 は 、 最 高 の テ ン場 に な る。 特 に 上 の 草 地 は視 界 が広 く北 に開 け て 、 眼 前 に

笈 、 大 笠 をみ る こ とが で き る、 一 級 のテ ン場 で あ る。 中 の 草 地 と下 の湿 原 は くば ん だ 地 形

の 中 に あ り、 眺 め は な い 。 テ ン設 は 中 の 草 地 に 2張 り、 上 の 草 地 に 5張 りは で き る。

下 の湿 原 の周 りに は 、獣 道 と思 わ れ る踏 み 跡 が付 い て い た 。 踏 み 跡 は か な り踏 まれ て い

る の で 、 毎 日の よ うに こ の池 塘 に通 つ て い る よ うだ。 池 塘 で 一 人 41`ポ リタ ン に水 を満 た

し歩 荷 。 水 は 、 池 塘 特 有 に薄 茶 色 を して い るが 比 較 的 澄 ん で い る。 行 動 水 、 晴 、 絹 雲

3P ――――――――――――――――――――――――――‐―――――――――‐―――― (65min)

8:43 (発 )

2峰 ピー ク は 直 接 通 らず 、 東 側 を 少 し巻 い て 行 く。 再 び 、 猛 烈 な 笹 ブ ッ シ ュ で あ る 。 視

界 が 無 い ま ま 、 と に か く 3峰 (1700小 ピー ク )へ と りつ い て よ じ登 る。 ほ ぼ 県 境 沿 い

に 来 て い る も の と思 わ れ た 。

2峰 と 3峰 と の 鞍 部 は ブ ジ シ ュ の み で 何 も な さ そ うだ つ た 。 沢 の 源 頭 部 の 溝 状 の 地 形 が

東 側 に 見 られ た 。

9:22(3峰 付 近 )

3峰 手 前 に 、 思 い も よ らず し つ か り した 踏 み 跡 が あ る。 しか し、 数 10m行 く と無 く な

る。 あ と は 、 細 尾 根 上 を 行 く。 潅 木 ブ ッ シ ュ が す ご く 、 枝 や 、 根 が 張 り出 して い て 、 な か

な か 進 ま な い 。 しか し、 背 が 低 く眺 め は よ い 。

9:48(岩 底 キ レ ッ ト手 前 の 細 尾 根 上 、 図 中 に 表 示 )晴 、 絹 、 絹 積
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1720m小 ピ ー ク

(2峰 )

こ の 壼 亀 は ぬ か る ん で い る

● 原 は 1747と 1720の 較

“

に あ る

コ 京 の 月 日 は 殆 ん ど 笹 と 織 木 ブ ッ シ ュ

告 人 富 岳 1747ビ ー タ よ り

テ ン ト 5張 り

草 亀 、 ぬ か る み 舞 し

仙 人 窟 岳 の 池 塘 付 近 の様 子 (上 が 北 方 向 )

4P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (541ni n)

10:02 (発 )

同 様 な 状 態 が 続 く。

10:19(岩 底 キ レ ッ ト手 前 の 1690m小 ピ ー ク )

笈 を 左 前 方 に 見 る よ うな 感 じで 進 行 方 向 を 間 違 え な い よ うに 下 る 。 下 り も潅 木 ブ ッ シ ュ

で あ る 。 途 中 、 潅 木 ブ ッ シ ュ か ら抜 け る と こ ろ が あ る。 (1610m付 近 )眺 め が・す ご く

良 い が 、 草 付 き の 急 な 下 りで あ り西 側 が 急 で あ る の で 慎 重 に 下 る。 東 斜 面 は 草 付 き と な っ

て い る 。 す ぐ に 、 ブ ッ シ ュ に 戻 る 。

10:40(キ レ ッ ト鞍 部 )

薮 で 、 テ ン 設 適 地 無 し。 か す か に 踏 み 跡 あ り。

熊 の ダ イ ビ ン グ は 次 の よ うな 状 況 で あ る 。 鞍 部 か ら少 し進 む と、 尾 根 上 に 上 か ら杉 の 根

が 大 き く張 り出 した 3m大 の 岩 が あ る。 こ の 岩 は 、 東 側 の 少 し下 を 巻 く。 ど うつ て い う こ

と は な い 。 次 は 、 本 当 の 岩 場 で あ る 。 4、 5mの 高 さ が あ り、 直 下 か ら直 登 出 来 そ うに も

見 え る が 、 ザ ッ ク を 担 い で い る と危 な い 。 そ こ で 、 西 側 に トラ バ ー ス 道 が 付 い て い る の で

そ こ を 行 く。 15m程 の 距 離 を 登 り気 味 に 行 く と ス ラ ブ 状 の 地 形 と な つ て い て (高 さ 3、

4m)そ こ を 登 れ る。 ホ ー ル ドも 多 くす ぐ に 登 れ る 。 但 し、 落 ち た ら危 険 で あ る 。 (GW
の 時 も こ の ス ラ プ を 利 用 した 。 雪 も付 い て い な か っ た 。 ま た 、 薮 が 雪 で 隠 れ て い た の で 、

下 か ら熊 の ダ イ ビ ン グ の 全 体 を 見 渡 す こ と が 出 来 た 。 岩 場 は 、 帯 状 に 東 側 に 連 な つ て い る

の が 分 か つ た 。 )

ス ラ プ を 登 り、 少 し東 側 に 返 す と地 面 が 露 出 した テ ラ ス に な つ て い て 少 し広 が りが あ る 。

10:56(テ ラ ス )

テ ラ ス は 狭 い が 、 良 い 休 憩 所 に な る。 こ こ か ら 、 岩 底 キ レ ッ トや 、 岩 底 谷 が 一 望 で き る。

岩 底 キ レ ッ トは 名 前 通 り、 急 な ア ップ ダ ウ ン で あ る 。 晴 、 高 層 、 昼 食

5P 
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

―
― ― ―

一 一
― ― ―

―
― ― ― ¨

一 一
―

―  (60min) 一 ― ―
― ―

― 一 ― 一 一 ― 一
―

一 一 一 ― 一 一 一 ― ―

11:34 (発 )

テ ラ ス 付 近 は 草 地 で あ る。 しか しす ぐ に 尾 根 上 の 潅 木 ブ ッ シ ュ の 中 を 行 く。 1690か
ら岩 が 連 続 して 尾 根 上 に 出 て く る 。 初 め は 、 3m大 の 岩 の 中 を くね くね 行 く感 じで あ る。

高 二 郎 旧 道 の ザ ッ ク 置 き 場 み た い な と こ ろ が 連 続 して あ る と思 え ば 良 い 。 最 後 の だ け は で

か い 。 "ジ ャ ン ダ ル ム "と 言 わ れ て い る ら しい が 、 高 さ が 10m以 上 あ る だ ろ う。 岩 の 東

側 直 下 の 草 付 き を 巻 くが 、 特 に 危 険 な し。 あ と は 、 尾 根 上 の 潅 木 ブ ッ シ ュ の 中 を ひ た す ら
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行 く の み で あ る 。

12:34(冬 瓜 山 と の 分 岐 手 前 1730m付 近 )

行 動 水 、 曇 、 高 層

6P ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (48min)

12:48 (発 )

13:00(冬 瓜 山 と の 分 岐 小 ピー ク )

い ま ま で 潅 木 ブ ッ シ ュ だ っ た の が 、 こ こ か ら潅 木 混 じ りの 猛 烈 な 笹 ブ ッ シ ュ に な る 。 潅

木 を ま た い だ り して い か な くて は な ら な い し眺 め も な い 。

13:36(小 笈 手 前 の テ ン 場 )

1750mに 来 る と 、 急 に 薮 か ら抜 け 、 日 の 前 に 草 原 の 斜 面 が 広 が る。 こ の 斜 面 の 下 に

立 派 な 2張 り程 度 の テ ン 場 が あ る (1750m付 近 )。 今 日は こ こ で 泊 ま りか と い う雰 囲

気 に な っ た 。

行 動 水 を 残 り全 部 飲 む 。 喉 が か ら か ら だ つ た 。 小 笈 を 見 に 、 草 原 の 斜 面 を 登 つ て み る。

尾 根 上 は 潅 木 、 笹 ブ ッ シ ュ で 覆 わ れ て い る が 、 尾 根 か ら少 し外 れ た 東 側 は 草 原 と な っ て お

り、 そ の 途 中 で 、 1張 り程 度 の テ ン 場 が 見 つ か つ た (1770m)。 数 10m下 の 方 に 池

塘 も 見 え た 。 実 は 、 これ ら の テ ン 場 が 、 一 般 に "小 笈 の テ ン 場 "と 言 わ れ て い る も の ら し

い こ とが 後 か ら わ か っ た の だ が 、 小 笈 の ピー ク に も テ ン 場 が あ る と言 う こ と を 聞 い て き て

い た た め 、 そ の 幻 の テ ン 場 を 求 め て さ ら に 前 進 す る こ と に な っ た 。

1750mま で 戻 つ て 、 再 び 出 発 。

7P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (33min)

14:18 (発 )

尾 根 上 の 薮 の 中 を 進 ま ず 、 草 原 を 行 く。

1780mか ら小 笈 の 登 りで あ る 。 登 り直 前 は 沢 の 源 頭 部 の 溝 状 の 地 形 と な っ て い る。

尾 根 上 を 登 る が 、 笹 と潅 木 の ひ ど い ブ ッ シ ュ で あ る 。

14:51(小 笈 ピー ク )

ピー ク は 薮 で 覆 わ れ て い る が 背 が 低 く眺 め よ し。 テ ン 場 な ど ど こ に も な い 。 テ ン 設 不 可 。

8P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (34min) ―――一―――――――――――――――――――――――――――――――――

14:59
小 笈 か らひ た す ら潅 木 と笹 ブ ッ シ ュ が 続 く。 潅 木 の 株 を 乗 り越 え て 行 か な け れ ば な ら な

い 登 りで あ る の で 、 き つ い 。 小 笈 か ら笈 ま で 楽 に 行 け る と ど こ か で 聞 い た こ と が あ っ た が 、

とん で も な い 話 で あ る。 しか し、 な ん と な く踏 み 跡 が 見 え る 。

15:33(笈 ヶ 岳 ピー ク )

笹 を 刈 リテ ン 場 を 広 げ て 、 テ ン 設 。 1張 りが せ い ぜ い で 、 小 笈 の テ ン 場 の 方 が 快 適 に は

違 い な い 。 しか し、 笈 の ピー ク に テ ン 設 出 来 た し、 距 離 も大 き く稼 げ た の で 満 足 した 。 計

画 書 の 九 一 日分 を カ ッ トす る ス ピー ドで 来 て い る 。 食 料 を 削 っ て ま で 軽 量 化 した 効 果 が 現

れ た か も しれ な い 。

笈 ピー ク に は 、 標 識 、 地 蔵 さ ん 、 雑 記 帳 が あ る c眺 め よ し。 GWに 来 た と き の メ モ が 残

つ て い る か と楽 しみ に して い た ら 、 持 ち 去 られ て い て な く 、 残 念 だ つ た 。 今 年 の 夏 に 、 東

京 都 立 大 学 が 来 た ら し く 、 計 画 書 が 置 か れ て あ つ た 。 そ こ で 我 々 も 、 本 PWの 計 画 書 を 残

して 行 く こ と に した 。

16:00 天 気 図  こ の こ ろ か ら 、 雨 が ポ ツ ポ ツ 降 り出 して き た 。

沈 澱 を す る 可 能 性 が あ っ た の で 、 フ ラ イ シ ー トを 利 用 して 天 水 を とれ る よ うに した 。

20:30 就 寝  小 松 方 面 の 町 の 灯 が よ く見 え た 。

● 10月 13日
4:30 起 床  雨

5:13 朝 食

明 る く な る ま で 待 機 す る 。

8:20 撤 収 開 始

高 層 雲 が 厚 い が 、 一 時 的 に 雨 が や み 視 界 も 良 好 だ つ た の で 、 前 進 す る こ と に した 。
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lP ―――――――――――――――――一 一――一――――一―――一―――
(6 7 111i n)

8159 (笈 ヶ 岳 発 )

ピー ク か ら 20～ 30m程 踏 み 跡 が あ つ た が 、 す ぐ に 消 え て 無 くな る。 尾 根 上 を 行 くが 、

笹 と潅 木 ブ ッ シ ュ で あ る。 笹 は 細 く て 頑 固 で な い 。 雨 の 後 で 、 笹 が 滑 り易 く な つ て い る。

右 側 は 草 付 き の 開 け た 急 斜 面 で あ る。 錫 丈 と の 鞍 部 近 く に 来 る と 、 岩 が 出 て 来 る 。 通 行 の

障 害 に な る わ け で は な く、 西 側 を 行 け ば よ い 。 岩 の 東 側 は 急 に 切 れ 落 ち て い る よ うだ つ た 。

錫 丈 へ の 登 りは 急 で あ る 。 尾 根 上 を た ど つ た が 、 す ぐ西 側 に 溝 状 の 地 形 が 見 え て お り、 そ

こ を 行 つ て も 良 さそ うだ つ た 。

8:36～ 8:40(錫 丈 岳 ピー ク 付 近 )

錫 丈 岳 ピー ク は 比 較 的 広 い が 、 潅 木 ブ ッ シ ユ で テ ン 設 適 地 無 し。 余 り顕 著 で は な い が 一

番 東 側 に 少 し高 く な つ た 所 (つ ま り尾 根 )が あ りそ こ を 行 っ た 。 全 く踏 み 跡 は な い ょ しば

ら く行 く と 、 宝 剣 と の 鞍 部 へ の 降 り 口 に 顕 著 な 踏 み 跡 が 出 て い る 。 こ の 降 り 日 だ け は 、 が

低 く眺 め が よ い 。 (GW期 に も こ の 降 り 日 か ら宝 剣 と の 鞍 部 に か け て 雪 が な く薮 漕 ぎ に な

る 。 )降 り 日 か ら 、 鞍 部 に か け て 踏 み 跡 が 付 い て い る 。 我 々 は 、 踏 み 跡 を 外 して 少 し下 つ

て し ま っ た が 、 ま も な く、 踏 み 跡 に 戻 つ た 。 踏 み 跡 は 、 降 り 日 か ら ど ち ら か と言 え ば 左 前

方 に 向 か つ て 付 い て お り、 笹 ブ ッ シ ュ の 中 の 急 な 下 り と な つ て い る。 鞍 部 に 近 づ く と東 側

の 斜 面 が 草 付 き と な つ て お り、 一 カ 所 東 側 へ 尾 根 を 巻 く と こ ろ が あ る。

10106(錫 丈 岳 と宝 剣 岳 の 鞍 部 )

鞍 部 付 近 、 潅 木 帯 で テ ン 設 不 可 。 鞍 部 か ら も所 々 踏 み 跡 が あ り、 鞍 部 付 近 だ け は 非 常 に

は っ き り した踏 み 跡 で あ る。 ピ ッチ の途 中 か ら雨

2P ―――――――̈ ――――――――――――――――――――――――――――――――― (70コ in)

10116 (発 )

宝 剣 ピー ク ま で 所 々 踏 み 跡 が あ る 。 や は り、 登 りに な る と春 期 に 雪 が と け る の で 、 踏 み

跡 が は っ き り して い る。 宝 剣 ピー ク 辺 り潅 木 ブ ッ シ ュ で あ り、 か す か に 踏 み 跡 が あ る。 ピ

ー ク 辺 リー 本 尾 根 で 、 南 北 に は な だ ら か で あ る が 、 東 側 は 切 れ 落 ち て い る感 じ。 (ブ ッ シ

ュ で 見 え な い )忠 実 に 尾 根 上 を 行 け ば 問 題 無 し。

10:45(宝 剣 岳 ピー ク )

宝 剣 か ら の 下 り も 1650m付 近 ま で は 、 踏 み 跡 ら し き も の が あ る。 笹 ブ ッ シ ュ に 潅 木

混 じ りの 中 を 行 つ た 。 や が て そ の 踏 み 跡 ら し き も の も消 え 、 笹 ブ ッ シ ュ が メ イ ン と な る。

笹 の 中 の 潅 木 が う る さ い 。 1600m付 近 に な る と尾 根 が 広 く な り、 進 行 方 向 が 狂 い や す

い 。 しか し、 こ の 付 近 か らブ す 林 が 尾 根 よ り左 に 広 が る の で 、 ブ ナ 林 と の 境 界 を 行 け ば よ

い 。 ブ ナ 林 の 中 に 入 つ て しま え ば 、 薮 が 余 り頑 固 で な い の で 進 み 易 い 。

11:26(鞍 部 少 し手 前 の 1570m)
1時 間 以 上 歩 き 続 け て い る の で 休 ん だ 。

3P ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

体 じ ゅ うび し ょ濡 れ で あ つ た 。

(25min)

11134 (発 )

鞍 部 付 近 、 沢 の源 頭 部 の溝 状 の 地 形 が錯 綜 して い る。 鞍 部 は か な り広 く、 ブ ナ 林 とな つ

て お り、薮 も薄 く、す ぐにテ ン設 で き るか と思 つ た が意 外 に傾 斜 地 で テ ン設 適 地 が な か な

か 見 つ か らな い。 (も う少 し千 丈 平 の方 へ 行 け ば あ るか も しれ な い )

11:59
余 りい い と は 言 え な い が 、 と り あ え ず 、 ブ ナ の 本 の 下 に テ ン場 を 見 つ け て す ぐ に テ ン設

した 。 雨

ブ ナ 林 の 中 な の で 直 接 雨 が 降 り込 ま な い の で よ い 。 そ れ で も 、 フ ラ イ を た る ま せ て 張 つ

て お い た ら 、 しば ら くす る と結 構 水 が とれ た 。 (2じ 程 度 )フ ラ イ に 付 い て い る 泥 が 溶 け

た 泥 水 だ つ た が 、 お か げ で 米 の 飯 が 食 え た 。 (こ の こ ろ に な る と先 が 見 え て き た の で 予 備

米 を 使 い 始 め て い る )

16:00 天 気 図

16:25 食 事

21:00過 ぎまで歌 を歌 つた。最後 は大声 の四高寮歌で しめた。

43-



● 10月 14日
4:30 起 床

5:02 食 事 開 始

雨 は 降 っ て い な い が 、 風 が 強 そ うだ っ た 。 しか し、 ブ ナ 林 の 中 は 全 然 吹 か ず で 安 心 して

い られ た 。 も し、 笈 ピー ク で 沈 澱 して い た ら な か な か 大 変 だ っ た だ ろ う。 び し ょ濡 れ に は

な つ た が 、 昨 日の 移 動 は 結 果 的 に 正 解 だ つ た 。 悪 天 が 予 想 され る と き は 、 吹 き さ ら しの 所

は 避 け る べ き で あ ろ う。

と り あ え ず 待 機 。

7110頃 か ら 土 砂 降 り

寝 る。

9110 天 気 図  寒 冷 前 線 が 近 い

こ の こ ろ 雷 。 下 山 後 聞 い た 話 に よ る と 、 金 沢 は も の す ご い 雷 雨 だ つ た そ うだ 。

13100に な っ て も 、 風 雨 や ま な い 。 大 笠 は 無 理 と言 う こ と で 沈 澱 決 定 。 テ ン トの 中 は

水 浸 し と な り、 食 器 で 水 を 何 回 も くみ 出 した 。

16100 天 気 図

徐 々 に 、 雨 が 弱 ま っ て き た 。

17:00 夕 食

本 日は 、 ジ フ ィー ズ が 初 登 場 。 うま い が 、 食 器 に 半 分 も な く全 然 量 が 足 りな い 。 そ こ で 、
マ ル タ イ を 食 っ て よ うや く腹 六 分 日 と な っ た 。 ま た 歌 を 歌 つ て か ら寝 た 。 沈 澱 して 疲 れ が

だ い ぶ ん とれ た 。

● 10月 15日
4:30 起 床

l P ―――――――――――――――――――――――――――̈――――――――――――― (57min)

5:59 (発 )

初 め 広 い 尾 根 で 進 行 方 向 が よ く わ か ら な い が 、 ブ ナ 林 に 沿 う感 じで ク ネ ク ネ と ブ ッ シ ュ

の 中 を い く。 ガ ス っ て い て よ け い に わ か ら な い 。 ブ ナ 林 を 出 る と猛 烈 な ブ ッ シ ュ と な る。

1580mの 小 ピー ク を 過 ぎ て 少 し行 つ た 鞍 部 付 近 に 笹 を 刈 っ て テ ン 設 を した 跡 が あ っ た 。

こ の 鞍 部 付 近 笹 ブ ッ シ ュ と な つ て い る。

鞍 部 を 出 て か ら細 尾 根 に は い る が 、 当 初 は ブ ナ 林 中 を 行 く の で 笹 も 細 く比 較 的 進 み や す

い 。 だ ん だ ん ガ ス も 晴 れ て き て 、 登 りの 途 中 笈 が き れ い に 見 え て 感 動 した 。

6:56(1650m)
こ の 付 近 は 、 背 丈 か 背 丈 以 上 の 潅 木 ブ ッ シ ュ で あ る 。 尾 根 よ り西 に ブ ナ 林 が 広 が る 。 踏

み 跡 は 昨 日の 宝 剣 以 来 全 くな い 。 曇 、 積 、 層

2P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (67min)

7:06  (発 )

1700mの 進 行 方 向 が 少 し西 に 向 か う付 近 で 、 テ ン 設 適 地 が 2カ 所 ほ ど あ つ た 。 一 本

尾 根 で あ り、 尾 根 上 は 潅 木 ブ ッ シ ュ が ひ ど く 、 根 を 踏 み 越 え て 枝 を ま た い で 行 く。

8:13(1740m)
白 山 ま で よ く見 え る 。 曇 、 高 積 、 層

3P ―――――――――――――――～――――――――――――――――――――――――― (36腱 in)

8 1 21  (発 )

尾 根 上 を ど ん どん 進 む 。 ピー ク 直 下 に な る と笹 の み の ブ ッ シ ュ と な る。 笹 は 西 側 に 広 が

つ て お り、 東 側 は 草 付 き の 急 斜 面 で あ る。 笹 は 背 丈 か 背 丈 以 下 で 、 細 い の で ど ん どん 進 む 。

8:57(大 笠 山 )

よ うや く大 笠 山 に 着 い た 。

一 等 三 角 点 、 標 議 、 ベ ン チ 2つ 、 テ ン トは 4張 り程 度 張 れ る 。 昨 日、 昨 昨 日練 習 した 四

高 寮 歌 を 歌 つ た 。 デ ポ を 回 収 した 。 こ の と き 、 デ ポ して お ぃ た 水 10じ は 、 本 日 中 に ワ ン

グ ル 平 に 着 く と の 見 通 しか ら捨 て た 。

自 山 か ら犀 奥 方 面 、 金 沢 ま で よ く見 え た 。 曇 、 積 、 行 動 水 。
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4P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (33min)

9:35(大 笠 山 発 )

大 笠 か ら道 が あ る。 ピー ク を 出 て か らす ぐ は 、 背 丈 以 上 の 笹 が 道 の 両 側 か ら道 を 覆 つ て

い る 。 道 は 土 道 で あ る 。

9:39(桂 方 面 と の 分 岐 )

標 議 が あ る 。 桂 へ の 道 は 、 境 川 ダ ム エ 事 の た め 通 行 止 め に な っ て い る は ず 。

分 岐 を 少 し行 く と尾 根 上 を 下 り始 め る 。 背 の 低 い 笹 が 両 側 に 生 え た 、 踏 み 跡 が 3 0cm程

度 の 土 道 と な る。 下 り始 め だ け 木 の 階 段 が あ る。 1720mの 平 坦 部 付 近 は 溝 状 の 地 形 の

中 の ぬ か るみ 道 で あ る。 (雨 が 降 つ た跡 だ か らか も しれ な い )1650m・ 付 近 の尾 根 の東

側 に ガ レ場 マ ー クが あ るが 、危 な い。 こ の ガ レ場 を過 ぎ る と、植 生 が 潅 木 に な り、 本 の根

が 張 り出 した 土 道 で 歩 きや す い。                      ■

10108(1668小 ピー ク の北 東 側 の 沢 の源 頭 部 )

ピ ッチ を とっ た付 近 は溝 状 の 道 とな っ て い る。 この ビ ッチ を とっ た 地 点 は 、東 側 が湿 原

の 草 原 (25mプ ー ル 程 度 の広 さ)と な っ て お り、 そ の 中 に小 さな池 塘 が あ る。 千 天 時 に

水 が あ る か は わ か ら な い 。 曇 、 積

5P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (56nin)

10120 (発 )

次 の 1660m小 ピー ク は ピー ク 直 下 の 東 側 を トラ バ ー ス 。 や が て 、 比 較 的 細 い 尾 根 に

出 る。 こ の 尾 根 の 両 側 潅 木 帯 で 、 根 が 張 り 出 した 土 道 で あ る。 1591mは 東 側 に 高 さ 2

～ 3mの 岩 が 出 て お り、 そ の 下 の 草 付 き の 斜 面 を トラ バ ー ス して い く。 滑 りや す か つ た が 、

そ れ ほ ど危 険 で は な い 。 1591mを 過 ぎ て 、 しば ら く行 く と、 西 側 へ 階 段 が つ い て い て

急 に 下 る 。 (尾 根 か ら外 れ る )下 りは 滑 りや す い 。 下 つ て か ら は 、 じ め じ め した 深 さ約 5

m程 度 の 溝 状 の 地 形 の 中 の 道 と な る 。

尾 根 に 戻 つ て か らす ぐ に 、 奈 良 手 前 の 二 重 稜 線 の 中 に は い る。 (地 図 で は 二 重 稜 線 の 東

側 の 稜 線 上 を 通 る よ うに な っ て い る が 、 実 際 の 道 は 二 重 稜 線 の 中 を 通 つ て い る )こ の 二 重

稜 線 へ の 入 り 日付 近 の 東 側 に 大 き な 池 糖 が あ る。 笹 の 中 に あ り、 気 が 付 き に くい が・、 道 か

ら 見 た 感 じで は 干 天 時 で も枯 れ な い だ ろ う と思 わ れ た 。 二 重 稜 線 の 中 は 湿 地 帯 で 、 雨 の 後

な の で 水 溜 りが 多 い 。 木 の 丸 太 を 寄 せ 集 め て 道 を 作 つ て あ る 。 ま た 、 溝 を 横 切 る と こ ろ は

木 の 橋 と な つ て い る が 、 こ と ご と く ま ん 中 で 折 れ て い る。 ほ ぼ 中 間 地 点 に 2張 り程 度 の テ

ン 場 が あ る 。 草 の 上 で 快 適 そ うだ っ た 。

奈 良 へ の 登 りは 急 な 溝 状 の 道 で あ る。 本 の 階 段 が あ り、 背 丈 以 上 の 笹 に 覆 わ れ た 道 で あ

る 。 ピー ク 直 下 に も 1張 りの 快 適 そ うな テ ン 場 が あ る。

11:16(奈 良 岳 )

ピ ー ク に は 三 角 点 、 標 識 (倒 れ て い た )有 り。 テ ン設 は 1張 りな ら 出 来 る。 周 囲 笹 ブ ッ

シ ュ で 眺 め 悪 い 。 曇 、 積 、 昼 食

6P ――――――――――――――――――"― ――――――――――――――――――――― (28min) ―̈―――――――――――――――――――――――――――――――――――̈―――

11:44 (発 )

奈 良 か ら、笹 と潅 木 の混 じつ た ブ ッシ ュ で覆 わ れ た道 で 、視 界 悪 い。 鞍 部 に標 識 が あ る。

(ブ ッシ ュ に埋 もれ て 分 か りに くい )見 越 へ の 登 りは所 々 、 本 の階 段 が あ る。 ま た 、 本 の

根 が よ く張 り出 した 道 で あ る。 大 き く杉 の根 が 張 り出 し、 赤 い ガ レが 多 くな る とす ぐ ピー

ク で あ る。

12:12(見 越 山 ピー ク )

標 識 有 り。 眺 め よ し。 北 側 以 外 は周 囲 が 急 斜 面 の 尖 っ た ピー クで あ る。

7P ――一―――――――――――――――――一一一――――――一一―― (81min)

12:29 (発 )

見 越 か ら 1621と の鞍 部 ま で踏 み 跡 が 付 い て い るだ けで 、 あ とは道 が よ くわ か らな い。

と言 うか 、踏 み 跡 も何 もな い の で大 笠 ま で と余 り変 わ らな い。 所 々古 い 切 株 が 出 て きた り

して 道 が あ っ た とわ か る程 度 とな っ て しま つ て い る。

深 い ブ ッシ ュ の 中 で 現 在 地 点 が よ くわ か らな か っ た が 、 結 構 溝 状 の 地 形 が 多 か っ た。 見

越 第 3峰 (1621が 第 2峰 、 そ の 南 側 を第 1峰 、 北 側 を第 3峰 と定 義 した )付 近 に少 し
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だ け踏 み 跡 が あ っ た。 この 3峰 か らは 急 な笹 ブ ッシ ュ の 中 の 下 りで あ る。 この 下 りは踏 み

跡 あ り。

1521付 近 も よ くわ か らな い。 東 側 の 尾 根 に入 つ て しま わ な い よ うに 注 意 して い た ら、

逆 に西 側 に行 き過 ぎて い た。 こん な所 で 、 ル ー トフ ァイ ンデ ィ ン グ が必 要 で あ る。 (昨 年 、

磯 道 の PWで は 高 二 郎 方 面 か ら来 た そ うだ が 、今 回 は 逆 方 向 で あ る の で 、全 然 状 況 が 違 つ

て い る。 )

13:50(1521m地 点 か ら少 しは ず れ た 西 側 )

ピ ッチ を とっ た とき現 在 地 点 は ま だ未 確 認 だ つ た。 南 側 に谷 を は さん で 急 斜 面 が 見 えた

の で 、 西 に そ れ す ぎ た とい うこ とが 推 測 され た。

個 人 的 で は あ る が 、 こん な に 時 間 が か か る とは 思 わ な か っ た。 昔 、 立 派 な道 が 付 い て い

た とは とて も思 え な い 。 (こ の付 近 で の 小 屋 作 業 は 10年 近 く され て い な い )

8P ―――――――――――――――――――――――――‐――――――――――――――― (26min)

14:03 (発 )

東 側 に 戻 る とや は り薄 く踏 み 跡 が 付 い て い た 。 下 りで も あ り どん ど ん 進 む 。 こ の 付 近 は

プ ナ 林 で あ り、 元 々 、 薮 も深 く な い が 、 や は り道 は 有 難 い 。 しか し眺 め は な い 。 迷 う こ と

な く ワ ン グ ル 平 に 着 い た 。

14:29(ワ ン グ ル 平 )

ワ ン グ ル 平 は 2張 り程 度 の テ ン 場 。 水 は 5分 ほ ど東 側 に 沢 を 下 つ て 行 け ば とれ る 。 水 量

は 千 天 時 で も とれ る く ら い あ る。 (地 図 上 で 沢 が 合 流 す る 1350m付 近 、 従 つ て 、 30
m程 下 る )

16:00 天 気 図

16:32 夕 食 開 始

今 夜 は 、 大 笠 の デ ポ 食 料 で 食 事 が 豊 富 で あ つ た 。 フ ル ー ツ 缶 や 、 フ イ ン ま で あ っ た 。

20:30 就 寝

● 10月 16日
4:30 起 床 、 快 晴

5115 朝 食

lP ―――――――――――――――――――――――――――――――…――――――――― (411■ in)

6:24(フ ン グ ル 平 発 )

1366は 右 手 が 少 しガ レて い る。 1366ま で は踏 み 跡 は しっ か り付 い て あ る。 しか

し潅 木 が 育 っ て き て お り (特 に西 側 か ら道 に か ぶ さ る よ うに )歩 き に くい。 1366を 過

ぎて少 し登 り、 広 い 尾 根 に な る と踏 み 跡 は 無 くな る。

7:05(1461手 前 の広 い尾 根 に地 図 上 で 2つ の 1390m小 ピー ク が 見 られ る が 、   =
そ の 2つ の 小 ピー クの 中 間 地 点 )

この付 近 、 道 跡 は不 明 瞭 で 、周 囲 潅 木 と笹 ブ ッシ ュ で あ る。 全 般 的 に尾 根 上 の道 で は あ

る が 、 プ ッ シ ュ の た め 眺 め は 悪 い 。

2P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (5 3 nli n)

7:17 (発 )

天 の 又 の 頭 (1461)へ も背 丈 以 上 の 潅 木 ブ ッ シ ュ で 登 りに くい が 、 踏 み 跡 は あ る。

3年 前 に 来 た と き (犀 滝 ～ 高 二 郎 PW)よ り、 明 ら か に ひ ど く な っ て き て い た 。

8:05 天 の 又 の 頭

ピー ク に は 何 も な く 、 踏 み 跡 が 付 い て い る だ け 。 背 丈 程 度 の 潅 木 ブ ッ シ ュ で あ る 。

天 の 又 か ら の 下 りは 段 差 の あ る 急 な 下 りで あ る 。 笹 が 多 い 。 前 方 だ け 眺 め が よ く 、 能 登

半 島 方 面 ま で よ く 見 え た 。 海 に 浮 か ぶ 島 の よ うに 見 え た 。

8:10(下 りの 途 中 1430m)
晴 、 高 積 、 行 動 水

3P ――――――――――――――――――――――――-1-― ―_____― ―――――― (51min)

8:20 (発 )

道 は き っ ち りつ い て い る が 、 相 変 わ らず 潅 木 ブ ッ シ ュ が ひ ど ぃ 。
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9111(ホ イ ク ラ )

ホ イ ク ラ か ら は 、 眺 め が よ い 。 自 山 も よ く 見 え る し、 二 又 川 支 流 の タ キ 谷 が 正 面 に よ く

見 え た 。 双 眼 鏡 で み る と名 前 通 り滝 が 多 く高 度 な 沢 み た い だ つ た が 、 詰 め て み る の も お も

し ろ い か も 知 れ な い 。

ワ ン ゲ ル の 標 識 も健 在 で あ っ た 。 紅 葉 も 、 自 山 よ り こ ち ら の 方 が ず い ぶ ん き れ い だ つ た 。

晴 、 高 積

4P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (36min)

9:26 (発 )

ホ イ ク ラ を 発 して す ぐ に 一 面 笹 ブ ッ シ ュ の 下 り と な る 。 背 丈 よ り
°
少 し低 い́ 程 度 で 、 下 が

見 え な い 。 下 は 土 道 で あ る が 、 見 え な い の で 思 わ ず 滑 つ て 転 ん だ り して しま う。 笹 ブ ッ シ

ュ を 抜 け て 、 高 二 郎 本 峰 と の 鞍 部 は 北 東 側 が ガ レて 道 が 崩 れ て い る。 別 に 危 険 で は な い が 、

道 は 尾 根 上 に 続 い て い る の で 下 つ て し ま わ な い よ うに 。 ガ レ地 点 か ら 高 二 郎 ま で 潅 木 ブ ッ

シ ュ の 道 で あ る 。 一 度 、 道 を 外 して しま つ た が 、 大 体 は 踏 み 跡 が は つ き り して い る 。

9:46(高 二 郎 ピー ク )

三 角 点 、 標 識 有 り。 眺 め 悪 い 。

高 二 郎 ピー ク か ら は 略 記 す る 。 必 要 が あ れ ば 、 数 多 い 他 の 記 録 を 参 照 の こ と。

高 二 郎 か ら は 道 が しっ か り して お り、 道 の 有 難 さ を 思 い 知 ら され た 。 途 中 、 犀 川 ダ ム が

遠 く に 見 え る 。

9:55(ガ レ場 )

10:02(新 旧 道 の 分 岐 )

分 岐 に は 相 変 わ らず 壊 れ た 標 議 が あ る 。

ブ ッ シ ュ で 眺 め は 効 か な い が 、 上 を 見 る と抜 け る よ うな 青 空 で あ る 。 快 晴 、 昼 食

5 P (57uin)

10:43 (発 )

分 岐 を 出 て す ぐ に 、 ガ レ場 。

あ とは ワ ン グル の作 業 の効 果 が あ つ て 、快 適 な道 で あ る。

11:40(旧 道 ザ ック置 き場 )

6 P (37nin)

11151(発 )

12:28(コ シ ア ゲ 谷 出 合 、 旧 道 登 リ ロ )

コ シ ア ゲ 谷 出 合 に 来 て 驚 い た の は 、 沢 筋 が 前 と全 然 異 な っ て い た こ と。 変 わ っ て か ら殆

ど 日数 が 経 っ て い な い とみ え 、 濁 流 の 跡 が み られ た 。 以 前 、 テ ン トが 張 れ た 中 州 は 今 は も

う無 い 。

こ の 辺 は ま だ 紅 葉 して い な い 。 晴 、 積

7P ――――――――――――一―一――一――――――――――――一 ―――― (30min)

13100?(発 )

カ ナ ヤ マ 谷 の 様 子 も 変 わ つ て い た 。 BHま で の 道 か ら川 を 見 て も 何 か 以 前 と 違 つ て い た 。

沢 筋 が 広 が つ た 感 じ。

13130?(BH)
旗揚 げを しに BHに よった。 カ メム シが繁殖 していた。

8P ――――――――――――――――――一――――――――――――――――――――― (160min)― ―――一―――――一―一―――――――――――――――一―一―

14:15?(発 )

道 沿 い の 至 る と こ ろ で 土 砂 の 流 出 が 見 ら れ た 。 よ ほ ど の 豪 雨 だ つ た み た い だ 。 第 2の ガ

レ場 は 道 が し ま つ て 、 草 も 着 い て き て お り年 々 良 く な っ て い る 。

15:35(犀 川 ダ ム )

こ の 時 期 に は め ず ら し く 、 ダ ム は 満 水 状 態 で あ つ た 。

16:55(駒 帰 )

ダ ム か ら舗 装 道 路 が す つ と の び て い る 。 休 み 無 し に BHか ら駒 帰 ま で 行 っ た の は 疲 れ た 。

な ん と か 最 終 バ ス 5分 前 に 駒 帰 に 着 い た 。
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1:鷲｀

【笈ケ岳山頂にて】

草飼 磯道 野田

【岩底キレッ トと笈ケ岳

通称「クマのダイビング」

といわれる岩壁が見える】

【大笠山への登 りで、千丈平

を望む

ブナの森の鞍部で幕営し、

暴風雨をや り過ごした翌朝】

(以上 奥出氏提供 )
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夏
合
宿
　
白
山

・
ω
国
　
句
ミ
ご

３７

期
　
山

・本

英

男

宿
始
ｒ
ｋ
”
は

こ′
章

腱
響
い
販
い
協

つ の
一
嘲
鉾
¨
卸

‐こ月
ば
い
ち
に

つ 夏
“

山
行
中
の
す
べ
て
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
状
態
で
は
な
い
が
、
そ
れ

で
も
や
は
り
、
今
ま
で
の
山
行
の
中
で

一
番
印
象
に
残

っ
て
い
る
も

の
は
、
と
聞
か
れ
た
ら
間
違
い
な
く
こ
の
夏
合
宿
が
最
初
に
挙
げ
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
自
山
Ｉ
Ｂ
Ｈ
の
夏
合
宿
を
越
え
る
山
行
が
し
た
い
と
、

こ
の

一
年
間
思
い
つ
づ
け
て
い
た
が
、
今
は
、
そ
れ
だ
け
の
山
行
を

や
り
と
げ
る
体
力
も
時
間
も
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
、
自

分
自
身
が
納
得
の
い
く
よ
う
な
、
そ
ん
な
山
行
を
し
た
い
と
い
う
気

持
だ
け
は
衰
え
ず
生
き
続
け
て
い
る
。

八
月
四
日

（木
）
雲
時
々
晴
　
オ

ロ
ロ
の
洗
礼
を
う
け
る

北
ア
ル
プ

ス
白
馬
岳
で
の
さ
わ
や
か
な
第
二
回
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
山

行
を
終
え
て
か
ら
、
い
よ
い
よ
夏
合
宿
の
本
番
の
日
と
な

っ
た
。
七

月
中
に
三
方
岩
岳
小
屋
跡
に
デ
ポ
を
置
き
、
事
前
の
準
備
に
ぬ
か
り

は
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
バ
ス
の
予
定
の
時
刻
に
な

っ
て
も
三
浦
が
現
わ
れ
ず
、

初
日
か
ら
、

こ
の
山
行
の
波
乱
を
予
感
さ
せ
る
よ
う
な
事
態
と
な
り
、

み
ん
な
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
お
ち
い
っ
た
。
こ
の
パ
ス
を
逃
が
す
と
次

は
十

一
時
頃
で
二
時
間
以
上
時
間
が
あ
い
て
し
ま
い
、
打
ち
切
り
時

間
に
間
に
合
わ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
兼
六
園
下
の
バ
ス

停
の
向
か
い
の
道
路
に
自
転
車
を
必
死
に
こ
い
で
い
る
三
浦
を
発
見

し
、
事
な
き
を
得
た
。

バ
ス
の
行
き
先
は
い
つ
も
の
通
り
の
駒
帰
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は

「
な
ん
だ
か
夏
合
宿
に
来
た
よ
う
な
感
じ
が
し
な
い
な
。」
な
ど
と
佐

川
が
言

っ
て
い
て
、
ま
だ
第
二
回
ト
レ
の
さ
わ
や
か
さ
が
ぬ
け
き
れ

て
な
い
よ
う
だ
っ
た
が
、
待
ち
う
け
て
い
る
あ。
る。
も．
の
に
よ
っ
て
、

夏
合
宿
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
は
オ
ロ
ロ
と
よ
ば
れ
る
吸
血
ア
プ
の

一
種
の
虫
で
あ
る
。
ダ
ム
に

近
づ
く
に
つ
れ
ブ
ー
ン
、
プ
ー
ン
と
い
う
羽
音
が
増
し
、
特
に
あ
る

人
の
ま
わ
り
を
と
び
か
っ
て
い
る
¨
あ
る
人
と
は
誰
の
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
、
昨
年

（９４
年
）
の
小
屋
作
業
で
み
ん
な
に

「
み
ち
」

と
呼
ば
れ
つ
づ
け
た
、
そ
う
、
あ
の

「
み
ち
宇
根
」
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の

「
み
ち
」
と
い
う
あ
だ
名
に
つ
い
て
は
物
議
を
い
ろ
い
ろ
か
も

す
と
こ
ろ
だ
と
思
う
が
、
こ
こ
で
は
、
本
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
尊

重
す
る
た
め
、
あ
え
て
ふ
せ
て
お
こ
う
。

す
ぐ
に
出
発
す
る
。
こ
こ
か
ら
オ

ロ
ロ
は
ま
す
ま
す
そ
の
勢
い
を

増
し
、
Ｂ
Ｈ
前
の
テ
ン
場
で
は
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
。
小
屋
の
中
に
貼

る
た
め
の
赤
布
を
持

っ
て
き
て
い
た
が
、
あ
ま
り
の
オ
ロ
ロ
の
す
ご

さ
に
、
と

っ
と
と
今
日
の
テ
ン
場
で
あ
る
新
道
入
口

へ
と
向
か

っ
た
。

十
五
時
十
分
、
テ
ン
場
に
着
い
た
が
、
こ
こ
に
も
恐
し
い
く
ら
い
オ

ロ
ロ
が
い
て
、
設
営
し
終

っ
た
テ
ン
ト
の
中
は
オ

ロ
ロ
で
真

っ
黒
と

な
る
。
あ
ま
り
の
す
ご
さ
で
、
テ
ン
ト
の
入
口
が
開
け
ら
れ
ず
中
に

い
る
人
間
が
蚊
取
り
線
香
を
た
い
て
下
に
お
ち
て
く
る
オ
ロ
ロ
を
ビ

ニ
ー
ル
袋
の
中
に
入
れ
て
プ
チ
プ
チ
殺
す
。
こ
の
状
況
が
わ
か
ら
な

い
み
な
さ
ん
は
、　
ハ
チ
ミ
ツ
と
り
の
お
じ
さ
ん
が
ミ
ツ
バ
チ
が
入

っ

て
い
る
箱
か
ら
ミ
ツ
を
と
り
だ
し
て
い
る
風
景
を
思
い
浮
か
べ
て
ほ

し
い
。
全
く
そ
れ
と
同
じ
な
の
だ
。

オ

ロ
ロ
の
た
め
、
水
は
し
か
た
な
く
金
山
谷
か
ら
と
る
こ
と
に
し

た
。
こ
の
谷
の
水
は
、
昔
、
上
流
が
鉱
山
だ

っ
た
た
め
本
当
は
飲
ん

で
は
い
け
な
い
も
の
だ
が
、
オ

ロ
ロ
に
は
勝
て
な
か

っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
オ
ロ
ロ
、　
一
糸
乱
れ
ず
攻
撃
し
て
く
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
非
常
に
ま
じ
め
な
の
で
あ
る
。
夜
六
時
と
も
な
る
と
、
オ
ロ

ロ
は
み
ん
な
自
分
の
寝
床

へ
帰

っ
て
ゆ
き
、
夜
の
倉
谷
を
プ
ラ
つ
く

よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
し
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
、
夜
は
快
適
に
寝
る

こ
と
が
で
き
た
。

八
月
五
日

（金
）
晴
　
ワ
ン
ゲ

ル
平
は
遠
か

っ
た

予
定
よ
り
三
十
分
早
く
起
き
て
オ

ロ
ロ
に
備
え
る
。
旧
道
か
ら
高

二
郎
山

へ
向
か
う
の
だ
が
尾
根
の
取
り
つ
き
は
い
つ
も
と
同
様
、
急

で
き
つ
い
。
三
十
分
早
く
出
発
し
た
が
オ

ロ
ロ
は
朝
か
ら
元
気
だ
。

八
百

π
ぐ
ら
い
ま
で
オ
ロ
ロ
も
登

っ
て
き
た
が
、
そ
の
後
は
数
も
少

な
く
な

っ
て
き
た
。
前
高
二
郎

（
一
〇
八
九

π
）
よ
り
先
は
五
月
の

新
ト
レ
の
時
期
と
比
べ
て
ブ

ッ
シ
ュ
が
す
ご
く
、
足
も
と
の
道
は
草

木
を
か
き
わ
け
な
い
と
、
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
道
の
上
に
ク
マ
の
フ
ン
が
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
あ
る
。
に
お
い
も
き

つ
い
。
十
時
十
分
、
よ
う
や
く
高
二
郎

の
ピ
ー
ク
に
着
く
。
壊
れ
た
標
識
を
笹
ブ

ッ
シ
ュ
の
中
に
発
見
す
る
。

背
丈
以
上
の
笹
の
た
め
視
界
は
全
く
な
く
、
た
だ
た
だ
む
し
む
し
し

て
い
て
不
快
で
た
ま
ら
な
い
。
ピ
ー
ク
登
頂
を
記
念
し
て
ナ
タ
デ
コ

コ
を
食

べ
る
。
こ
の
ペ
ー
ス
で
行
け
ば
十
五
時
ぐ
ら
い
に
ワ
ン
ゲ
ル

平
に
着
け
る
と
思

っ
た
が
、
今
日
も
と
ん
で
も
な
い
日
と
な

っ
て
し

ま
う
の
で
あ

っ
た
。
ホ
イ
ク
ラ
ま
で
は
比
較
的
は

っ
き
り
し
た
踏
み

跡
が
あ
り
、
頂
上
か
ら
の
眺
め
も
そ
こ
そ
こ
良
く
、
笹
の
背
も
低
い
。

こ
こ
か
ら
ワ
ン
ゲ

ル
平
ま
で
は
地
図
上
の
ピ
ー
ク
の
あ
た
り
だ
け
踏

み
跡
が
あ
る
以
外
、
あ
と
は
ほ
と
ん
ど
ブ

ッ
シ

ュ
で
、
進
む
ス
ピ
ー

ド
が
異
様
に
遅
く
な
り
、
疲
れ
が

一
気
に
出
て
き
た
。
天
ノ
又
の
頭

を
少
し
下

っ
た
所
で
二
時
三
十
分
頃
休
憩
し
た
の
だ
が
、
疲
れ
の
た

め
座

っ
て
い
る
だ
け
で
眠

っ
て
し
ま

っ
た
。
佐
川
の

「
山
本
さ
ん
ノ
」

と
い
う

一
声
が
な
か

っ
た
ら
二
時
間
ぐ
ら
い
は
寝
て
し
ま

っ
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一局
二
郎
を
越
え
た
こ
ろ
か
ら
ガ
ス
が
出
て

き
て
暑
さ
は
幾
分
や
わ
ら
い
だ
が
、
持

っ
て
い
る
水
も
少
な
く
、
絶

対
ワ
ン
ゲ
ル
平
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
追
い
詰
め
ら
れ
た
状

況
で
あ

っ
た
ｏ
も
う
す
で
に
僕
は
放
心
状
態
と
な
り
、
頭
の
中
で
は

「
ワ
ン
ゲ

ル
平

へ
絶
対
行
く
ピ
と
い
う
言
葉
が
ぐ
る
ぐ
る
回
り
、
ゾ

ン
ピ
の
よ
う
に
歩
い
て
い
た
。

稜
線
を
歩
い
て
い
る
と
左
に
少
し
下

っ
た
所
に
灌
木
の
な
い
笹
の

み
の
明
る
い
開
け
た
場
所
に
出
た
。
時
計
を
見
る
と
も
う
五
時
を
ま

¨
力ゝ を っ
つ ど て

一
¨

，
は
は
¨
一
一
崚
］
［
一
』
¨

続 安 っ
¨
“
」
¨

の だ ヵゝ
』
¨
¨

・５３．

っ
た
と
き
、
と
り
あ
え
ず
今
日
は
な
ん
と
か
な

っ
た
と
安
堵
感
に
ひ

た
る
こ
と
が
で
き
た
。
四
年
前
の
記
録
と
比
べ
て
高
二
郎
か
ら
の
道

は
か
な
り
ひ
ど
く
、
無
雪
期
だ
け
で
な
く
残
雪
期
を
の
ぞ
く
全
て
の

季
節
に
お
い
て
人
が
ほ
と
ん
ど
入

っ
て
い
な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か

っ

た
。
テ
ン
場
は
ヤ
ブ
用
語
集
に
も
載

っ
て
い
る

「
夢
テ
ン
」
と
い
う

や
っ
て
、
草
原
状
と
な

っ
て
い
て
美
し
い
場
所
で
あ

っ
た
。

（
こ
れ

は
本
当
。）
と
こ
ろ
が
、
水
場
は
今
年
の
猛
暑
の
た
め
か
、
夏
だ
か
ら

な
の
か
、
極
端
に
少
な
く
、
水
を
汲
む
の
に
結
構
、
時
間
が
か
か

っ

た
。八

月
六
日

（土
）
晴
　
ヤ
ブ
明
け
パ
ー
ト
ー

気
持
ち
の
よ
い
朝
を
む
か
え
た
の
だ
が
、
皆
、
三
日
目
に
し
て
早

く
も
元
気
が
な
い
。
し
か
し
、
昨

日
の
ヤ
プ
の
ス
ピ
ー
ド
を
考
え
て

議一呻〔一一一］枷嚇螂蹴一れ『権るプし、軸状歩（行莉」嚇らャずでブでも用ぁ



思
わ
ず

ニ
ヤ
け
て
し
ま
う
。

ワ
ン
ゲ

ル
平
か
ら
は
踏
み
跡
が
か
な
り
は

っ
き
り
し
て
い
て
楽
に

進
む
こ
と
が
で
き
た
。
出
発
か
ら
ニ
ピ
ッ
チ
ロ
に
地
図
を
見
な
が
ら

休
ん
で
い
る
と
、
聞
き
覚
え
の
あ
る
羽
音
が
、
し
か
も
た
く
さ
ん
近

づ
い
て
き
た
。
こ
の
稜
線
上
で
ま
た
オ

ロ
ロ
か
と
思

っ
た
が
、
プ
ー

ン
と
い
う
音
が
小
さ
く
、
ど
こ
と
な
く
音
に
根
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

ふ
と
、
自
分
の
体
を
み
る
と
無
数
の

ハ
エ
が
た
か

っ
て
い
る
で
は
な

い
か
。
し
か
し
、　
ハ
エ
は

ハ
エ
で
あ
る
。
彼
ら
は
オ

ロ
ロ
と
異
な
り
、

真
面
目
で
も
な
い
し
、
攻
撃
も
し
て
こ
な
い
。

ス
ー
パ
ー
エ
キ
ス
パ

ー
ト

・
ヤ
ブ
ク
ラ
イ

マ
ー
佐
川
は
、

「
オ

ロ
ロ
と
比
べ
る
と
、
か
わ

い
い
も
ん
だ
な
。」
な
ど
と
、
言

っ
て
自
分
の
体
を
全
て
ハ
エ
に
ま
か

せ
て
い
た
。
宇
根
は
と
い
う
と
…
、
や
は
リ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

た
め
、
あ
え
て
ふ
せ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ハ
エ
と
た
わ
む
れ
た
ピ

ッ
チ
の
後
、
恐
し
い
ほ
ど
の
急
登
が
待
ち

か
ま
え
て
い
た
。
こ
の
時
、
我
々
は
初
め
て
ヤ
プ
の
急
登
を
の
ぼ
っ

た
の
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
木
登
り
状
態
で
ひ
た
す
ら
す
べ
る
笹
を
つ
か

み
な
が
ら
、
腕
力
だ
け
で
登
り
続
け
た
。
た
か
だ
か
五
～
六
Ｏ

π
の

登
り
な
の
だ
が
、
バ
カ
み
た
い
に
体
力
を
消
耗
す
る
の
だ
。
こ
の
急

登
は
残
雪
期
の
場
合
で
も
ア
イ
ゼ
ン
と
ピ
ツ
ケ
ル
が
必
要
と
な
る
唯

一
の
場
所
で
、
や
は
り
か
な
り
の
も
の
ら
し
い
。

急
登
か
ら
二
時
間
三
十
分
ほ
ど
歩
い
て
、

つ
い
に
見
越
山
南
峰
に

着
い
た
。
山
行
始
ま

っ
て
の
初
め
て
の
ヤ
ブ
明
け
で
あ

っ
た
。
三
浦

読

講

辞

窃

つ な

い
箋

拒

誠

詠

し
か
し
、
こ
の
ヤ
ブ
明
け
は
本
物
で
は
な
か

っ
た
。
昼
食
を
す
ま
せ

て
出
発
す
る
と
、
五
分
も
た
た
な
い
う
ち
に
頭
が
ポ
ー

ッ
と
し
て
き

て
、
こ
こ
は
山
で
な
く
下
界
な
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
ほ
ど
ク
ソ

暑
く
、
む
ん
む
ん
し
た
空
気
に
つ
つ
ま
れ
た
。
三
千

π
級
の
山
を
歩

い
て
い
て
出
て
く
る
い
か
に
も
心
地
よ
い
汗
と
は
異
な
り
、
汗
が
ボ

タ
ボ
タ
お
ち
る
と
い
う
よ
う
な
言
葉
で
も
表
現
し
き
れ
な
い
く
ら
い
、

と
て
つ
も
な
く
汗
が
流
れ
た
。
見
越
山
南
峰
か
ら
奈
良
岳
の
少
し
先

ま
で
の
稜
線
は
、
お
そ
ら
く
、
夏
合
宿
全
日
程
中
、
最
も
暑
さ
が
厳

し
い
と
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
奥
三
方

へ
の
ワ
ン
デ
リ

ン
グ
は
早
々
に
カ

ッ
ト
し
て
、
先

へ
進
む
こ
と
に
す
る
。
今
日
の
予

定
の
テ
ン
場
は
大
笠
山
山
頂
で
あ
る
が
、
地
図
を
見
る
限
り
、
山
頂

周
辺
に
水
場
ら
し
い
場
所
は
な
く
、
ま
た
、
暑
さ
し
の
ぎ
と
い
う
意

味
を
合
め
て
瀬
波
川
源
頭
の
最
も
稜
線
に
近
い
と
こ
ろ

へ
、
水
を
求

め
て
汲
み
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
当
所
、
水
を
汲
む
の
に
必
要
と
思

わ
れ
る
二
人
だ
け
に
瀬
波
川
へ
行

っ
て
も
ら
お
う
と
思

っ
た
が
、
み

ん
な
沢
の
水
を
飲
み
た
が

っ
て
お
り
、
全
員
で
沢

へ
下
降
し
た
。
こ

の
沢
は
、
他
の
沢
と
比
べ
て
さ
ほ
ど
危
険
で
は
な
く
、
水
も
ち
ゃ
ん

と
流
れ
て
お
り
、
な
か
な
か
使
え
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
し

て
も
、
沢
と
い
う
も
の
は
砂
漠
の
中
の
オ
ア
シ
ス
と
い

っ
た
感
じ
で
、

流
水
の
お
か
げ
で
涼
し
く
、
い
く
ら
で
も
水
が
の
め
る
の
で
、

つ
い

つ
い
長
居
を
し
て
し
ま
い
、
今
日
も
五
時
近
く
ま
で
行
動
す
る
こ
と

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
さ
ら
に
、
あ
ら
か
じ
め
調
べ
て
お
い
た
草
地

の
予
備
テ
ン
場
の
場
所
を
感
違
い
し
て
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

結
局
、
道
の
上
に
テ
ン
ト
を
張

っ
た
。
二
日
連
続
の
打
ち
切
リ
ブ

ッ

チ
の
五
時
ま
で
行
動
と
な
り
、
晩
飯
を
作

っ
て
い
る
と
き
、
全
員
が

ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
た
。

そ
の
夜
の
こ
１
テ
ィ
ン
グ
で
僕
は
こ
れ
ま
で
の
行
程
を
ふ
り
返
え

る
と
大
笠
山
よ
り
先

へ
前
進
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
、

フ
カ
バ

ラ
の
尾
根

（
エ
ス
ケ
ー
プ

ル
ー
ト
）
よ
り
下
山
し
て
鳩
谷
ま
で
国
道

を
歩
き
三
方
岩
岳
に
登
り
か
え
し
、
自
山
を
め
ざ
す
こ
と
を
皆
に
つ

げ
た
。
そ
の
こ
と
に
対
し
、
二
年
生
の
四
人
は
何
も
言
わ
ず
、
反
応

が
な
い
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
、

こ
こ
で

「
笈
ケ
岳

へ
行
き
ま
し
ょ

う
ピ
と
で
も
言
わ
れ
た
ら
、
多
少
勇
気
づ
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
二
年

生
の
立
場
上
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
言
い
ず
ら
い
だ
ろ
う
し
、
何
と
も

し

っ
く
り
い
か
な
い
夜
を
過
ご
し
た
。

八
月
七
日

（
日
）
晴
　
つ
い
に
ヤ
プ
に
突
入

毎
日
毎
日
そ
う
だ
が
、
今
日
も
快
晴
で
あ
る
。
大
笠
山

へ
の
途
中

で
サ
ル
の
大
群
を
道
の
右
側
に
発
見
し
た
。
か
な
り
の
数
で
あ
る
。

一
年
の
と
き
の
夏
合
宿
で
も
、
北
ア
ル
プ

ス
の
表
銀
座
で
サ
ル
と
出

会

っ
た
が
、
今
回
の
サ
ル
の
数
は
、
こ
の
時
の
比
で
は
な
い
。
じ
っ

と
、
こ
ち
ら
を
見
て
い
て
微
動
だ
に
し
な
い
。
北
ア
ル
プ
ス
よ
り
自

山
山
系
の
方
が
、
や
は
り
、
自
然
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

テ
ン
場
か
ら

一
汗
か
く
と
大
笠
山
の
山
頂
に
来
た
。
頂
上
か
ら
の

眺
め
は
、
雄
大
で
さ
え
ぎ
る
も
の
は
な
く
、
笈
ケ
岳
も
手
に
と
る
ほ

ど
の
近
さ
に
見
え
る
。
笈
ケ
岳
と
と
も
に
自
山
山
系
北
方
稜
線
の
盟

主
だ
け
あ

っ
て
、
大
笠
山
は
美
し
く
立
派
な
山
で
あ
る
。

大
笠
山
と
笈
ケ
岳
―
―
。
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
意
識
し
始
め
た
の

は
、
Ｏ
Ｇ
で
あ
る
舟
田
さ
ん
か
ら

「白
山
国
立
公
園
と
そ
の
周
辺
の

山
々
」
と
い
う
本
を
い
た
だ
い
て
、
何
気
無
し
に
読
ん
で
い
た
と
き

だ
っ
た
。
そ
の
時
は
、
特
別
強
い
印
象
を
持

っ
た
と
い
う
こ
と
は
な

く
、
い
つ
か
い
っ
て
み
た
い
程
度
の
軽
い
気
持
ち
し
か
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
残
雪
期
に
こ
れ
ら
の
山

へ
行

く
Ｐ
Ｗ
が
出
さ
れ
、
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
山
行
の
中
で
、

僕
は
こ
の
山
域
に
対
し
て

一
種
の
カ
ル
チ
し

―
シ
ヨ
ッ
ク
の
よ
う
な

も
の
を
受
け
た
。
た
か
だ
か
千
八
百

π
の
山
々
は
そ
の
高
さ
を
感
じ

さ
せ
な
い
ほ
ど
の
あ
り
あ
ま
る
魅
力
を
も

っ
て
い
た
。

そ
ん
な

一
年
前
の
出
来
事
を
回
想
し
な
が
ら
笈
ケ
岳
を
眺
め
て
い

る
と
、
昨
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
自
分
が
言

っ
た
こ
と
を
撤
回
し
て

先

へ
進
む
決
意
を
し
た
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、
頭
の
中
の
中
に
は
、

「も
し
遭
難
し
た
ら
…
ピ
と
い
う
強
迫
観
念
が
居
座
り

つ
づ
け
た
ま

ま
だ

っ
た
が
、
み
ん
な
に

「
ザ

ッ
ク
持

っ
て
、
出
発
す
る
か
ら
ピ
と

告
げ
て
、
自
分
自
身
を
も
う
引
き
か
え
す
こ
と
の
で
き
な
い
状
態
に

無
理
矢
理
追
い
こ
む
よ
り
他
に
方
法
は
な
か

っ
た
。

大
笠
山
か
ら
の
下
り
は
背
丈
以
下
の
笹
の
斜
面
や
、
心
地
よ
い
風

の
通
る
ブ
ナ
林
で
ど
ん
ど
ん
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
稜
線
の
右
手
に

は
、
千
丈
平
の
広
大
な
笹
原
が
横
た
わ

っ
て
お
り
、
こ
の
山
の
奥
深

さ
を
よ
く
物
語

っ
て
い
る
。
大
笠
山
と
宝
剣
岳

（笈
ケ
岳
の
前
衛
）

¨
機

つ ユ 底
中
「
一
』
”
¨
一
」
¨
］
け
』
一

る ュ と
一
一
「
「
『
］
【
『
¨
　

・
５２．

も
の
な
ら
、
視
界
が
よ
く
き
い
て
快
適
な
の
だ
が
、
背
丈
よ
り
は
る

か
に
高
い
も
の
だ
と
、
自
分
の
現
在
地
が
わ
か
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、

ま
わ
り
す
べ
て
が
笹
て
下
界
や

一
般
的
の
登
山
で
は
出
会
う
こ
と
の

な
い
不
思
議
で

一
種
独
特
な
空
間
に
つ
つ
み
こ
ま
れ
る
。
ヤ
ブ
に
対

し
て
の
好
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
だ
ろ
う
が
、
僕
が

一
番
嫌
い
な

の
は
垣
根
と
呼
ば
れ
る
ブ

ッ
シ

ュ
だ
。
こ
れ
は
尾
根
上
の
中
心
か
ら

放
射
状
に
枝
を
の
ば
し
、
か
つ
、
笹
な
ど
他
の
植
物
と
比
較
し
て
も
、

弾
力
が
あ
り
、
人
を
よ
せ
つ
け
な
い
。
日
の
前
に
こ
い
つ
が
あ
る
と

わ
か

っ
た
と
き
、　
一
気
に
疲
れ
が
で
て
ヤ
ル
気
さ
え
う
せ
て
く
る
。

僕
は
垣
根
で
も
ほ
と
ん
ど
直
登
し
て
ゆ
く
が
、
宇
根
は
よ
く
右
か
左

か
ら
巻
い
て
垣
根
を
処
理
し
て
い
た
。
ヤ
ブ
こ
ぎ
は
そ
の
人
の
個
性

や
性
格
が
歩
き
方
に
表
れ
や
す
い
と
こ
ろ
が
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
。

自
分
で
道

（
歩
く
と
こ
ろ
）
を
決
め
て
ゆ
く
要
素
が
最
も
大
き
い
の

は
ヤ
ブ
こ
ぎ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
雪
山
で
も
、
自
由
に
歩
く
こ
と

が
で
き
る
が
、
雪
庇
や
雪
崩
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ヤ
ブ
こ
ぎ
ほ
ど

そ
の
自
由
度
は
大
き
く
な
い
だ
ろ
う
。

最
底
鞍
部
か
ら
境
川
源
頭
に
水
を
求
め
て
下
降
し
て
ゆ
く
。
今
日

も
水
を
す
ぐ
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ラ
ッ
キ
ー
だ
。
し
か
し
、
こ
こ

の
下
降
が

一
番
恐
か

っ
た
。
宝
剣
岳

へ
の
登
り
は
残
雪
期
に
よ
く
人



が
入

っ
て
い
る
た
め
か
、
は
た
ま
た
、
昨
年
の
秋
の
成
城
大
の
ワ
ン

ゲ
ル
の
お
か
げ
か
、
踏
み
跡
が
か
な
り
あ
り
、
歩
き
や
す
か

っ
た
。

結
局
今
日
も
予
定
の
テ
ン
場
で
あ
る
笈
ケ
岳
ま
で
行
く
の
は
あ
き
ら

め
て
宝
剣
岳
の
山
頂
で
テ
ン
ト
を
張

っ
た
。
こ
こ
は
夢
テ
ン
と
い
う

ほ
ど
で
は
な
い
が
、
下
に
笹
が
あ

っ
て
、
仲
々
良
い
と
こ
ろ
で
あ

っ

た
。
日
の
前
に
見
え
る
笈
ケ
岳
は
大
笠
山
か
ら
見
る
そ
れ
よ
り
、
は

る
か
に
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
独
特
の
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
て
い
た
ｏ

八
月
八
日

（月
）
晴
　
笈
ケ
岳
に
立

つ

ほ
と
ん
ど
毎
日
、
起
き
て
か
ら
出
発
す
る
ま
で
二
時
間
は
か
か

っ

て
し
ま
ぅ
。
メ
ン
バ
ー
が
五
人
し
か
い
な
く
、
二

・
三
年
生
だ
け
な

の
に
。
理
由
は
簡
単
だ
。
夜
シ

ュ
ラ
フ
に
も
ぐ

っ
て
横
に
な

っ
て
い

る
と
き
が
唯

一
の
現
実
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
き
で
あ
り
、
や
す
ら
ぎ

の
時
間
だ
が
、
朝
、
起
き
た
そ
の
瞬
間
か
ら
、
現
実
を
い
や
が
お
う

に
も
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
皆
、
ャ
ブ
こ
ぎ
を
開
始
す
る
時

間
を

一
分
で
も
遅
く
し
た
い
の
だ
。
僕
に
も
、
そ
ん
な
気
持
ち
が
あ

る
の
で
ど
う
し
て
も
撤
収
を
速
く
し
ろ
と
か
、
き

つ
い
こ
と
を
言
え

な
い
。
し
か
し
、
出
発
す
る
時
間
が
遅
く
な
る
と
、
昼
の
最
も
暑
い

時
間
に
長
時
間
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
ひ
い
て
は
、
予

定
の
テ
ン
場
ま
で
行
け
ず
、
ヤ
プ
の
中
で
の
日
数
が
増
え
る
と
い
う

悪
循
環
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
う
。
ま
さ
に
、

「
ど
は
ま
り
」
で
あ
る
。

（
み
ん
な
、
山
口
君
が

「
ど
は
ま
り
」
と
い
う
姿
を
思
い
浮
べ
な
が

ら
一言
っ
て
み
よ
う
。）

テ
ン
場
か
ら
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
踏
み
跡
の
あ
る
尾
根
を
た
ど
る
こ
と

二
時
間
半
、

つ
い
に
念
願
の
、
こ
の
山
行
の
メ
イ
ン
で
あ
る
笈
ケ
岳

に
登
頂
し
た
。
登
頂
し
た
時
刻
は
八
時
十
四
分
で
、
山
頂
に
は
大
き

な
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
木
が

一
本
あ
る
他
、
さ
え
ぎ
る
も
の
が
な
に
も
な

く
、

「
炎
暑
」
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
駒
帰
で
バ
ス
を
お
り
て
か

ら
五
日
目
、
毎
日
毎
日
、
ほ
と
ん
ど
打
ち
切
リ
ブ

ッ
チ
の
行
動
で
ア

ッ
と
い
う
間
だ

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

笈
ケ
岳
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
垣
根
の
ヤ
ブ
に
は
ば
ま
れ
た
が
そ

の
先
の
東
側
斜
面
は
草
原
と
な

っ
て
お
り
、　
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
も
咲

い
て
い
る
。
東
側
の
沢
に
水
を
取
り
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
十

π
ぐ

ら
い
の
涸
れ
滝
に
は
ば
ま
れ
敗
退
。
テ
ン
場
を
さ
ら
に
先
の
夢
テ
ン

に
移
し
、
そ
の
後
水
た
ま
り
の
水
を
汲
ん
で
今
日
の
行
動
を
打
ち
切

る
。
入
山
以
来
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
早
く
テ
ン
場
に
着
き
、
午
後
は
ゆ

っ
く
り
過
ご
す
。
こ
こ
の
テ
ン
場
は
、
ヤ
ブ
に
突
入
し
た
中
で
は
最

も
状
態
の
良
い
と
こ
ろ
で
、
ち
ょ
う
ど

一
張
程
度
地
面
が
で
て
い
て
、

傾
斜
が
ほ
と
ん
ど
な
く
快
適
そ
の
も
の
だ

っ
た
。

そ
う
い
え
ば
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
構
成
が
三
年
生

一
人
に
二
年
生
四

人
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
読
ん
で
も
ら

っ
て
わ
か

っ
て
い
た
だ
け

た
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
か
、
不
思
議
に
思

っ
た

人
も
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
人
々
の
た
め
に
、

「
パ

ー
テ
ィ
ー
が
で
き
る
ま
で
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
３７
期
の
み
な
さ
ん
、
ま
あ
、
当
時
の
３
Ｍ

は
時
効
と
い
う
こ
と
で
先
を
ど
ん
ど
ん
読
み
ま
し
よ
う
Ｊ

夏
合
宿
の
行
き
先
き
を
決
め
る
３
Ｍ
で
僕
は
、
い
き
な
り
み
ん
な

に
部
活
を
や
め
る
と
い

っ
た
。
こ
れ
は
い
つ
も
の
計
算
し
つ
く
さ
れ

た
策
略
で
は
な
く
、
ず

っ
と
前
か
ら
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
れ
は
、
襲
年
の
夏
が
９３
年
と
同
様
、
部
全
体
と
し
て
の
行
事
の
た

め
、
日
程
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
僕
が
当
時
や
り
た
い
と
思

っ
て
い

た
南
ア
ル
プ

ス
全
山
従
走
が
行
え
そ
う
に
な
く
、
満
足
の
い
く
よ
う

に
夏
休
み
を
送
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
部
活
動
の
メ
イ
ン
で
あ

る
夏
合
宿
に
い
か
な
く
な

っ
て
し
ま
う
以
上
部
活
を
続
け
る
意
味
が

な
い
と
思

っ
て
そ
ん
な
発
言
を
し
た
の
だ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

意
志
は
弱
い
と
い
う
の
か
、
そ
の
頃
、
後
輩
の
佐
川
や
小
林
か
ら
も

ち
か
け
ら
れ
て
い
た
夏
の
ヤ
ブ
山
従
走
と
い
う
の
に
も
魅
か
れ
て
い

て
、
み
ん
な
に
お
き
ま
り
の
説
得
を
う
け
て
、
そ
れ
な
ら
、
ヤ
ブ
に

行
こ
う
と
考
え
、
夏
の
白
山
Ｉ
Ｂ
Ｈ
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の

だ
。
こ
の
山
域
に
し
た
理
由
は
部
内
に
記
録
の
あ
る
唯

一
の
ヤ
ブ
山

で
あ
り
、
故

・
長
崎
氏
の

「
わ
が
自
山
連
峰
」
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
、

高
尾
山
か
ら
岐
阜
の
大
日
ケ
岳
ま
で
の
積
雪
期
の
従
走
の
こ
と
が
目

に
と
ま

っ
て
、
同
じ
コ
ー
ス
を
歩
い
て
み
た
い
と
い
う
単
純
で
自
分

勝
手
な
も
の
だ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、　
一
年
生
に
書
い
て
も
ら

っ
た
事
前
の
夏
合
宿
の
希
望

調
査
で
は
、
な
ん
と
全
員
、
第
五
希
望
だ

っ
た
。
誰
か

一
人
で
も
第

四
希
望
を
書
い
て
く
れ
れ
ば
そ
の
人
を
連
れ
て
い
く

つ
も
り
だ

っ
た

が
、
こ
れ
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
ク
ジ
で
決
め
よ
う
か
と
も
考

え
た
が
、
行
き
た
く
な
い
人
を
連
れ
て
ゆ
く
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

結
局
、
３
Ｍ
で
は
何
も
決
ま
ら
な
か

っ
た
。

八
月
九
日

（火
）
晴
　
仙
人
窟
岳
の
池
塘

へ

昨
日
、
早
い
時
間
に
テ
ン
場
に
つ
い
た
お
か
げ
で
体
の
疲
れ
は
幾

分
と
れ
た
。
岩
底
パ
ッ
ト
レ
ス
ま
で
は
ジ
ャ
ン
ダ

ル
ム
の
よ
う
な
も

の
が
ブ

ッ
シ

ュ
の
稜
線
に
い
く

つ
か
あ

っ
て
今
ま
で
に
は
な
い
開
放

的
な
ヤ
ブ

こ
ぎ
を
楽
し
む
。
岩
峰
群
の

一
つ
に
登

っ
て
さ
わ
や
か
な

朝
の
風
景
に
し
ば
し
見
と
れ
る
。
三
六
〇
度
さ
え
ぎ
る
も
の
は
な
く
、

尾
根
の
西
側
に
は
境
川
ダ
ム
や
人
形
山
、
南
側
に
は
仙
人
窟
岳
や
白

山
が
の
ぞ
め
、
自
分
達
の
い
る
場
所
の
奥
深
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ

ら
れ
る
。

バ
ッ
ト
レ
ス
の
下
降
点
に
は
細
引
が
つ
い
て
お
り
、
踏
み
跡
も
し

っ
か
り
し
て
い
る
。
尾
根
の
東
側
は
絶
壁
で
西
側
よ
り
下

っ
て
ゆ
く
。

下
部
は

一
枚
岩
で
さ
ら
に
そ
の
下
は
草
付
の
急
斜
面
と
な

っ
て
い
る
。

十

一
時
頃
か
ら
ガ
ス
っ
て
く
る
が
、
今
日
も
早
め
に
テ
ン
場
に
若

く

（発
見
す
る
？
）
こ
と
が
で
き
た
。
午
後

一
時
に
仙
人
窟
岳
の
池

塘
に
と
び
だ
す
と
、
池
塘
を
中
心
に
放
射
状
に
け
も
の
道
が
つ
い
て

い
る
。
池
塘
の
水
の
中
に
は
小
さ
な
虫
が
飛
び
は
ね
て
い
て
、
茶
渇

色
を
し
て
い
る
。
少
々
ぬ
る
い
が
水
は
こ
れ
し
か
な
い
の
で
ガ

マ
ン

し
て
ガ
ブ
ガ
ブ
飲
む
。
池
塘
の
最
上
段
か
ら
は
大
笠

・
笈
が
せ
ま

っ

て
こ
の
上
な
い
最
良
の
テ
ン
場
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
山
行
が
行
わ
れ
た

一
九
九
四
年
の
前
後
に
、
部

に
在
籍
し
て
い
た
方
々
は
こ
の
メ
ン
パ
ー
五
人
を
御
存
知
だ
と
思
う

が
、
そ
う
で
な
い
人
々
の
た
め
に
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

ま
ず
、
宇
根
悟
史
。
言
う
ま
で
も
な
く
宇
根
は
ワ
ン
ゲ

ル
一
、
弱

い
人
間
で
あ
る
。
体
力
が
な
い
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ

か
弱
い
の
だ
。

（も
ち
ろ
ん
ワ
ン
ゲ

ル
内
だ
け
で
な
く
学
校
で
も
弱

い
。）
そ
し
て
、

「
ぅ

っ
ご
と
い
う
の
が
口
ぐ
せ
で
あ
る
。
し
か
し
、

北
ア
ル
プ
ス
や
南
ア
ル
プ

ス
な
ど
メ
ジ
ャ
ー
な
山
々
は
ほ
と
ん
ど
登

っ
て
い
る
。　
一
時
期
、
彼
女
を
求
め
て
女
子
大

（今
の
金
沢
学
院
大
）

で
手
あ
た
り
し
だ
い
に
女
の
子
に
声
を
か
け
て
い
た
と
い
う
、
ぅ
ゎ

さ
が
あ

っ
た
が
…
。

次
に
ノ‐、．林
俊
夫
。
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ
で
さ
わ
や
か
な
夜
の
バ
イ

ト
を
し
て
い
る
工
学
部
生
で
あ
る
。
最
近
は
ピ
ン
ク
の
ト
レ
ノ
を
乗

り
ま
わ
し
て
あ
ち
こ
ち
行

っ
て
い
る
ら
し
い
。

「
ゲ
シ

ュ
タ
ポ
」
と

い
う
あ
だ
名
が
あ
る
ほ
ど
ヮ
ン
ゲ

ル
内
随

一
の
情
報
通
で
私
も
そ
の

部
下
の

一
人
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ヤ
ブ
大
王

こ
と
佐
川
貴
久
。

マ
イ
ナ
ー
な
会
津
や
東
北

方
面
の
山
々
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
る
ロ
ン
ゲ
の
あ
や
し
い
文
学
部

生
。
現
在
の
部
の
主
将
を
務
め
て
い
る
が
小
屋
作
業
で
足
を
痛
め
て

か
ら
パ
ワ
ー
が
弱

っ
た
。
な
ん
で
も
食
べ
る
人
間
で
、
以
前
は
タ
イ

米
を
推
め
て
い
た
が
、
今
は
麦
飯
に
凝

っ
て
い
る
。

二
年
生
最
後
は
三
浦
永
士
。
三
浦
が
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
入

っ
た

の
は
夏
合
宿
の
結
団
式
の
時
だ

っ
た
。
夏
合
宿
の
メ
ン
バ
ー
が
決
ま

ら
ず
、
三
浦
が
ヤ
ブ

ヘ
行

っ
て
も
い
い
と
言

っ
て
い
た
と
い
う
情
報

を

「
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
」
か
ら
聞
い
て
い
た
私
が
、
犀
川
の
河
原
で
突
然

「
三
浦
、
ヤ
プ
に
来
て
く
れ
な
い
か
？
」
と
聞
い
た
ら
、

「
あ
あ
、

い
い
で
す
よ
。」
と
言

っ
て
く
れ
て
、
そ
の

一
言
で
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
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は
で
き
た
の
だ
。
も
し
、
あ
の
時
、
三
浦
が
い
や
だ
と
言

っ
て
い
た

ら
、
あ
の
場
で

一
年
生
に
ジ

ャ
ン
ケ
ン
を
さ
せ
て
決
め
た
か
も
し
れ

な
い
…
。
ち
な
み
に
、
第
二
回
ト
レ
山
で
女
子
大
に
声
を
か
け
た
の

も
三
浦
だ
。

そ
し
て
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
山
本
英
男
。
ワ
ン

ゲ
ル
一
の
ス
ー
パ
ー
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ク
ラ
イ

マ
ー
で
数
多
く
の
後
輩

か
ら
親
わ
れ
て
い
る
良
い
人
間
で
あ
る
。
決
し
て
悪
人
と
か
言
わ
れ

ず
、
部
内
に
敵
は
持
た
な
い
穏
健
派
で
、
以
上
の
五
人
か
ら
こ
の
パ

ー
テ
ィ
ー
は
成

っ
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
五
人
と

い
う
人
数
は

夏
合
宿
だ
け
考
え
て
み
て
も
極
端

・―こ少
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、

濃
く
な
っ
て
い
っ
た
と
思
う
。

八
月
十
日

（水
）
晴
　
つ
い
に
遭
難
か
…
。

今
日
の
目
標
は
仙
人
窟
岳
Ｉ
峰
か
ら
見
え
た
国
見
山
で
あ
る
。
運

が
良
け
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
先
の
瓢
箪
山
や
ス
ー
パ
ー
林
道
ま
で
行
こ

う
と
、
み
ん
な
で
話
し
あ
う
。
仙
人
窟
岳
か
ら
の
下
り
で
小
林
が
蜂

に
お
そ
わ
れ
た
こ
と
以
外
は
い
つ
も
通
り
順
調
に
進
み
、
十
二
時
頃

に
は
最
底
鞍
部
付
近
に
来
る
。
そ
こ
か
ら
西
側
に
国
見
山
の
ス
ラ
ブ

す
な
わ
ち
、
ト
ー
ク
ズ
レ
を
見
る
。
谷
底
に
少
し
雪
が
残

っ
て
お
り
、

下
は
絶
壁
と
な

っ
て
い
て
恐
し
い
風
景
で
あ
る
。
ス
ラ
ブ
が
見
事
だ
。

そ
の
次
の
笹
の
急
登
で
僕
は
い
や
け
を
さ
し
、
ま
た
、
予
定
よ
り

進
む
ペ
ー
ス
が
早
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
不
必
要
と
思
わ
れ
る
水
を
国

見
山
の
登
り
の
途
中
で
捨
て
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
今
日
中
に
三

方
岩
の
駐
車
場
ま
で
行
く
こ
と
に
決
め
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
と

ん
で
も
な
い
誤

っ
た
判
断
で
、
こ
の
後
の
行
動
に
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
し
た
。

次
の
ピ

ッ
チ
で
国
見
山
の
頂
上
付
近
に
来
た
の
だ
が
、
非
常
に
広

く
、
沢
す
じ
が
い
く
っ
も
入
り
こ
ん
で
迷
い
や
す
い
。
そ
し
て
、
実

際
、
視
界
が
あ

っ
た

（晴
れ
て
い
た
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
リ
ン
グ

ワ
ン
デ
リ
ン
グ
を
し
て
し
ま
い
大
き
な
タ
イ
ム
ロ
ス
を
し
て
し
ま
う
。

国
見
山
は

一
面
、
背
丈
を
越
え
る
笹
原
で
あ
る
が
、
今
ま
で
に
も
同

じ
よ
う
な
所
を
歩
い
て
お
り
、
迷

っ
て
し
ま
う
よ
ぅ
な
こ
と
は
な
か

っ
た
。
陽
が
か
た
む
き
は
じ
め
、
み
ん
な
あ
せ
っ
て
い
た
た
め
か
、

と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
時
、
僕
の
頭
の
中
に
は
遭
難

の
二
文
字
が
、
そ
し
て
、
今
日
中
に
ス
ー
パ
ー
林
道

へ
下
り
る
こ
と

が
不
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
焦
り
や
不
安
が
錯
綜
し
て
い
た
。

自
分
自
身
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
分
秘
さ
れ
る
の
が
よ
く
わ
か

っ
た
。

思
わ
ず
自
ら
ト
ッ
プ
を
し
て
、
先

へ
進
も
う
と
す
る
が
、
水
の
入
っ

て
い
な
い
軽
い
ザ

ッ
ク
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヤ
プ
を
こ
ぐ
ス
ピ
ー
ド

に
大
差
は
な
く
、
思
う
よ
う
に
距
離
を
か
せ
げ
な
い
。
国
見
山
付
近

は
平
坦
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
テ
ン
設
可
能
な
所
は
何

ケ
所
か
あ

っ
た
の
だ
が
、
水
が
な
い
た
め
先
を
急
ぐ
よ
り
道
は
な
か

っ
た
。

結
局
、
瓢
箪
山
に
た
ど
り

つ
い
た
の
は
辺
り
も
暗
く
な
り
は
じ
め

た
六
時
過
ぎ
で
、
七
時
過
ぎ
に
つ
い
に
行
動
す
る
の
は
不
可
能
と
判

断
し
、
溝
状
の
傾
斜
地
に
テ
ン
ト
を
張
る
。
み
ん
な
精
神
的
に
も
、

肉
体
的
に
も
疲
労
し
き

っ
て
、
テ
ン
設

に
も
や
た
ら
時
間
が
か
か

っ

た
。
こ
の
と
き
、
水
は
六
２
ぐ
ら
い
し
か
な
く
、
そ
の
日
の
夕
食
は

ゼ
リ
ー
と
水
だ
け
で
あ

っ
た
。
行
動
時
間
は
な
ん
と
十
四
時
間
三
十

分
で
二
日
目
の
十
二
時
間
四
十
分
よ
り
も
長
い
も
の
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
誰

一
人
と
し
て
、
愚
痴
を
言

っ
た
リ
キ
レ
た
り
す
る
者

が
な
い
の
が
う
れ
し
く
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
結
団
力
の
強
さ
を
あ
ら
た

め
て
知

っ
た
。
疲
れ
の
た
め
、
す
ぐ
に
寝
入

っ
た
が
、
溝
の
た
め
地

面
が
す
り
鉢
状
と
な

っ
て
、
体
育
座
り
を
し
た
よ
う
な
格
好
で
寝
て

い
た
た
め
、
夜
中
に
何
回
か
起
き
た
。

八
月
十

一
日

（木
）
晴
　
本
当
の
ヤ
ブ
明
け
だ

朝
食
に
水
を
用
い
な
い
で
食

べ
ら
れ
る
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
を
□
に

入
れ
、
す
ぐ
に
出
発
す
る
。
道
が
絶
対
あ
る
瓢
箪
山
の
展
望
台
ま
で

は
日
と
鼻
の
先
で

一
Ｐ
で
立
て
た
。
空
は
ま

っ
青
で
特
に
自
山
が
美

し
い
。
本
来
な
ら
ば
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
稜
線
上
を
歩
き
三
方
岩
岳

ま
で
行
く
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
こ
か
ら
は
地
図

上
に
道
が
あ
り
、
ま
た
、
僕
ら
に
は
三
方
岩
岳
ま
で
行
く
水
も
な
い
。

し
た
が

っ
て
次
回
の
自
山
Ｉ
Ｂ
Ｈ
よ
り
劣
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
今
こ
の
展
望
台
に
生
き
て
こ
れ
た

と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
ど
う
で
も
い
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い

し
、
実
際
、
皆
の
顔
に
は
今
ま
で
み
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
満
た
さ

れ
た
表
情
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
昨
日
の
行
動
が
か
な
り
ひ
ど
か

っ
た

せ
い
も
あ
る
が
、

こ
の
時
の
気
持
ち
は
、
ヤ
プ
を
こ
い
だ
こ
と
に
よ

っ
て
の
み
得
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
他
の
山
行

に
は
な
い
、
何
か
独
特
な
冒
険
的
な
要
素
の
強
い
も
の
だ
か
ら
だ
ろ

う
。
で
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
も

っ
と
深
い
何
か
が
あ
る
よ
う
な
気

が
す
る
。

し
ば
ら
ぐ
展
望
台
で
そ
れ
ぞ
れ
思
い
に
ふ
け

っ
た
後
、
一一一方
岩
駐

車
場

へ
向
か
い
、
そ
こ
で
昨
夜
食

べ
な
か

っ
た
ジ
フ
ィ
ー
ズ
を

つ
く

り
、
今
日

一
日
の
時
間
を
何
も
気
に
せ
ず
自
由
に
使
う
。
時
間
と
い

う
も
の
に
対
し
て
も
、
ヤ
プ
の
中
で
は
焦
燥
し
た
感
が
あ

っ
た
が
、

こ
こ
で
は
無
用
で
あ
る
。
道
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
れ

か
ら
先
の
計
画
が
た
て
ら
れ
、
そ
れ
に
沿

っ
て
行
動
す
れ
ば
よ
い
の

だ
か
ら
。

午
後
は
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
の
あ
る
三
方
岩
小
屋
跡
で
昼
寝
を
す

る
。
食
缶
の
中
か
ら
食
料
を
と
り
だ
し
て
、
夕
食
は
ひ
さ
し
ぶ
り
に

豪
華
な
も
の
と
な
り
、
み
ん
な
の
会
話
も
は
ず
ん
だ
。

八
月
十
二
日

（金
）
晴
　
快
適
な
山
歩
き
を
す
る

三
方
岩
岳
の
頂
上
で
モ
ル
ゲ

ン
ロ
ー
ト
の
北
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
た

後
、
北
従
走
路
を
南
下
す
る
。
こ
の
コ
ー
ス
は
千
七
百

π
前
後
の
山

々
の
稜
線
上
を
辿

っ
て
い
る
の
だ
が
、
樹
木
に
視
界
を
と
ら
れ
る
こ

と
の
な
い
開
放
的
な
と
こ
ろ
で
池
塘
な
ど
も
道
の
わ
き
に
あ

っ
て
静

か
な
山
歩
き
の
で
き
る
ル
ー
ト
だ
。
ひ
さ
し
ぶ
り
に
ま
と
も
な
道
を

歩
き
、
あ
ら
た
め
て
道
の
あ
り
が
た
さ
が
わ
か

っ
た
。
登
り
下
り
が

少
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
歩
く

ス
ピ
ー
ド
が
今
ま
で
と
格
段
に
変
わ

る
。
東
側
に
は
堂
々
と
し
た
奥
三
方
岳
や
三
方
崩
山
が
響
え
て
お
り
、

庄
川
を
は
さ
ん
で
猿
ケ
馬
場
山
な
ど
の
山
々
も
み
え
る
。

オ
モ
谷
で
ゆ

っ
く
り
休
ん
だ
後
、
急
登
を
登

っ
て
昼
一前
に
ゴ

マ
平

ヒ
ュ
ッ
テ
に
着
い
た
。
こ
の
コ
ー
ス
中
、
人
に
会

っ
た
の
は
ゴ

マ
平

ヒ
ュ
ッ
テ
と
そ
の
付
近
だ
け
で
、　
マ
イ
ナ
ー
な

コ
ー
ス
だ
と
い
う
こ

と
を
実
感
す
る
。
ゴ

マ
平
ヒ
ュ
ッ
テ
に
い
た
人
達
も
中
宮
道
で
下
山

す
る
ら
し
い
。

小
屋
の
ノ
ー
ト
に
は
前
回
の
自
山
―
ベ
ル
ク

ハ
イ
ム
の
記
録
が
残

っ
て
い
た
。
午
後
に
単
独
の
人
が
き
て
、
小
屋
は
僕
ら
と
そ
の
人
だ

け
で
と
て
も
静
か
だ

っ
た
。

八
月
十
二
日

（土
）
晴
↓
ガ
ス
　
白
山
本
峰
に
立
つ

暗
い
う
ち
に
出
発
す
る
。
聞
名
古
の
頭
の
手
前
で
燃
え
る
よ
う
な

朝
日
を
う
け
な
が
ら
笹
原
の
中
を
歩
く
。
と
て
も
印
象
に
残
る
風
景

だ

っ
た
。
こ
の
頃
は
昨
日
、
見
え
な
か

っ
た
自
山
が
晴
れ
て
い
た
の

だ
が
登
る
に
つ
れ
ガ
ス
が
ど
ん
ど
ん
下
り
て
き
て
、
ヤ
プ
の
中
と
は

う
っ
て
か
わ
り
寒
い
く
ら
い
だ

っ
た
。
お
花
松
原
や
ヒ
ル
バ
オ
雪
渓

の
あ
た
り
で
は
完
全
に
ガ
ス
っ
て
、
風
景
を
楽
し
む
と
い
っ
た
余
裕

は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。

猛
烈
な
風
の
中
、
と
り
あ
え
ず
大
汝
峰
に
立

つ
。
そ
し
て
、
今
回

の
山
行
の
最
高
地
点
で
あ
る
御
前
峰
に
向
か
う
。
頂
上
か
ら
は
大
汝

峰
と
同
様
、
ガ
ス
の
た
め
な
に
も
み
え
な
い
。
僕
は
何
回
か
白
山
に

-50-



来
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
晴
れ
た
こ
と
は
な
い
。
早
々
に
室
堂
に
行

く
と
、
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
で
ご

っ
た
が
え
し
て
お
り
、
今
ま
で

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
閉
口
す
る
。
昼
食
に

マ
ル
タ
イ
を
た
べ
、
ト
ン
ビ

岩

コ
ー
ス
で
南
龍
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
南
龍
は
室
堂
と
異
な
り
、

静
か
で
箱
庭
の
よ
う
な
美
し
さ
で
僕
ら
を
む
か
え
て
く
れ
る
。
今
日

も
早
い
時
間
に
テ
ン
場
に
着
き
、
ゆ

っ
く
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。八

月
十
五
日

（
日
）
風
雨
↓
晴
　
南
龍
ケ
馬
場
で
休
養
す
る

朝
、
起
き
た
と
き
雨
だ

っ
た
の
で
沈
殿
す
る
。
適
当
に

一
日
を
過

ご
す

つ
も
り
だ

っ
た
が
、
こ
の
五
人
て
あ
る
。
誰
か
が
何
か
し
よ
う

と
言
う
こ
と
も
な
く
、
退
屈
で
仕
方
な
か

っ
た
。

夕
方
五
時
か
ら
は
松
任
谷
由
実
の
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
み
ん
な
で
も

り
あ
が
る
。
第
二
回
ト
レ
山
の
と
き
か
ら
こ
の
番
組
を
聞
い
て
お
り
、

三
週
連
続
聞
い
て
い
た
。
う
ち
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

一
種
の
プ
ー
ム

と
な

っ
て
い
て
、
特
に
恋
愛
相
談
の
コ
ー
ナ
ー
の
あ
や
し
い
話
に

ハ

マ
リ
ま
く

っ
て
い
た
。

八
月
十
五
日

（
月
）
晴
　
遂
に
こ
の
山
行
も
終
わ
る

昨
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
大
日
ケ
岳
方
面
に
向
か
う
と
、
合
ワ
ン

に
ま
に
あ
わ
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
だ

っ
た
の
で
、
石
徹
白
に
下
り

る
こ
と
に
し
た
。
夏
合
宿
が
貫
徹
さ
れ
ず
に
正
直
い
っ
て
未
練
が
あ

っ
た
が
止
む
を
得
な
か

っ
た
。
ま
た
、
と
ば
し
い
食
料
で
再
び
ヤ
ブ

に
入
る
こ
と
に
対
し
て
不
安
も
あ

っ
た
。

石
徹
白

へ
下
る
コ
ー
ス
で
も
人
は
少
な
く
、
笹
が
主
体
の
美
し
い

コ
ー
ス
だ

っ
た
。
神
鳩
ノ
宮
避
難
小
屋
で
関
東
方
面
の
大
学
の
記
録

を
目
に
す
る
。
結
構
、
ヤ
ブ
こ
ぎ
を
し
に
こ
の
辺
り
に
来
て
い
る
よ

う
だ
。
そ
れ
に
よ
る
と
大
日
ケ
岳
―
丸
山
の
間
は
刈
り
後
が
あ
る
そ

う
で
、
本
当
の
ヤ
プ
で
は
な
い
と
書
か
れ
て
い
た
。

小
屋
か
ら
先
も
下
山
パ
ワ
ー
で
ぐ
ん
ぐ
ん
下
り
石
徹
自
の
ス
ギ
で

休
憩
す
る
。
そ
こ
に
家
族
連
れ
の
観
光
客
が
来

て
お
り
、

「
ど
こ
か

ら
来
た
の
か
」
と
た
ず
ね
ら
れ
た
の
で

「
金
沢
市
か
ら
で
す
」
と
答

え
た
ら
み
ん
な
目
を
ま
る
く
し
て
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
た
。

だ
ら
だ
ら
と
長
い
林
道
を
炎
天
下
の
中
ひ
た
す
ら
歩
く
。
こ
の
辺

り
は
名
古
屋
か
ら
近
い
た
め
か
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
人
が
た
く
さ
ん

い
た
。

石
徹
白
は
四
方
を
完
全
に
山
に
囲
ま
れ
た
ま
さ
に
陸
の
孤
島
と
い

っ
た
感
じ
の
と
こ
ろ
だ
が
、
町
全
体
ど
こ
と
な
く
な

つ
か
し
い
趣
き

を
か
も
し
だ
し
て
お
り
、
僕
は

一
気
に
気
に
い

っ
て
し
ま

っ
た
。
町

の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
小
川
が
流
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
町
の
美
し
さ

を

一
層
ひ
き
た
て
て
い
る
。
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
山
に
登

っ
て
き
た

が
、
大
抵
ど
こ
の
登
山
口
も
観
光
地
化
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は

何
も
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
石
徹
白
は
、
ま

さ
に
山
と
と
も
に
生
活
が
密
着
し
て
い
る
、
白
山
信
仰
と
の
か
か
わ

り
が
深
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
で
あ

っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
程

を
考
え
て
休
ん
で
い
た
僕
ら
に
、
地
元
の
お
じ
さ
ん
が
ジ

ュ
ー
ス
を

く
れ
た
り
と
、
素
朴
さ
を
感
じ
る

一
幕
も
あ

っ
た
。

結
局
、
今
日
中
に
は
帰
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
小
学
校
に
テ
ン

ト
を
張

っ
た
。

八
月
十
六
日

（火
）
晴

　

一
路
金
沢

へ

個
人
山
行
と
い
う
名
日
で
大
日
ケ
岳
を
登
ろ
う
と
も
く
ろ
ん
で
い

た
が
、
バ
ス
の
時
間
が
あ
わ
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
素
直
に
金
沢

へ

帰
る
こ
と
に
す
る
。
石
徹
白
か
ら
町
営
の
パ
ス
で
美
濃
自
鳥

へ
向
か

う
。
こ
こ
も
、
の
ど
か
な
と
こ
ろ
で
も
う

一
度
お
と
ず
れ
て
み
た
い

と
こ
ろ
だ
。
ど
こ
と
な
く
鶴
来
に
似
た
雰
囲
気
の
土
地
で
岐
阜
県
の

ふ
と
こ
ろ
の
深
さ
が
よ
く
わ
か
る
。
美
濃
白
鳥
で
バ
ス
を
乗
り
つ
ぎ

九
頭
竜
湖
か
ら
Ｊ
Ｒ
で
金
沢

へ
帰

っ
た
。
こ
れ
だ
け
長
く
充
実
し
た

山
行
だ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帰
り
の
乗
り
物
の
中
で
は
満
足
感

に
ひ
た
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し

っ
く
り
い
か
な
い
状
態
だ

っ
た
。
そ

の
時
、
ず

っ
と
考
え
て
い
た
こ
と
は

「
も
し
、
最
後
ま
で
い
っ
て
い

た
ら
…
ご
と
い
う
後
悔
の
念
と

「
こ
れ
で
精

一
杯
だ

っ
た
。」
と
い
う

自
分
自
身
を
納
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ぐ
さ
め
に
よ
る
葛
藤
か
ら
生

し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

山
行
中
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
失
敗
ば
か
り
し
て
い
た
僕
に
対
し
て
、

最
後
ま
で
つ
き
あ

っ
て
く
れ
た
二
年
生
四
人
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
夏
合
宿
と
し
て
ヤ
プ
を
出
す
と
い
う
前
例
の
な
い

こ
と
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誰

一
人
と
し
て
反
対
せ
ず
協
力
し

て
く
れ
た
三
年
生
の
み
ん
な
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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